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ジョ Jレジュ・サンドの
Fra尻oisle Champiの成立について
山方達雄
さきに私ほ、ジョルジュ・サンドの「田園小説」といわれる作品について、
その社会的意義を再評価すべきであることを主張した(1)。この問題は、けっき
よく、なぜこれらの作品が書かれたのか、ということを解明することになるわ
けであるが、そのためには、必然的に、それぞれの作品が書かれた動機を正し
く理解し、その sourceを撰むことが、問題理解のために必要なことになるの
である。
ところが、この FranfoisJe Cham pi (以下， Champiと略す）については、
サンドが、 1虹?年？秋に(2)、「捨子」をテーマにして、な姐、この作品を書き
たくなったのか、そこには、どんなきっかけがあったのか、という疑問を、今
日まで、じゅうぶんに解明した人はいないのである。そこで、この問題に関す
る私の調査の結果を、以下に報告してゆきたい。
(1) 『フランス文学研究・ 1959』,p. 59-74. 
(2) サンドがこの小説を完成した日は，彼女のヘッツェル(P.-J. Hetzel)あての手
紙によって明らかである:<Moncher紅吐 j'aimis aujourd'hui a la diligence 
dans une assez grande caisse (pour qu'elle flit moins facile a egarer)°Franfois 
le Champi a votre adresse, rue de Menars. Cet envoi doit vous parvenir 
demain 18, dans la journee:~(Lettre publiee par A. Parmenie et C. B. de 
La Chapelle dans la Revue de Paris, 1er novembre 1950, p. 34. Cette Iettre 
est datee : 17 octobre 47.) 
(74) 
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◇作品成立に関する従来の諸説
まずはじめに、この作品の成立について、どのような説明づけが行なわれて
いるか、をみてみよう。
この点について、各サンド研究家に共通して言えることは、 「田園小説」と
いう一歩拡げられた枠によって、その中の各作品を一まとめに説明しようとし
ている、ということである。そのため、それらの共通性を求めるのあまりに、
個々の作品のもつ特徴は、副次的な問題として軽視され、そこから、さきの小
論でも述べたような「田園小説」のもつ社会的意義の無視が惹き起こされてく
るのである。
一例を挙げれば、ツェルヴェーガー (RudolfZellweger)は、ルイーズ・ヴ
ァンサン (LouiseVincent)の言う、シャトーブリアン、ルソー、サン・ヒ°ニ
ールという、フランス・プレロマンチックの影善を、 「田園小説」執筆の動機
に加えるのは、間接的で証明困難なことである、と述べながら (3)、彼女の挙げ
ている、サンドの同郷人ラトゥシュ (Henride Latouche) の ~romans pro-
vinciaux et berrichons► や、 ~quelques erudits de province► の影蓉とい
うことを肯定し (4)、さらに、この ~vraie romanciere des champs► である
サンドが、これらのベリーを舞台にした一連の作品を執筆するに至った ~im­
pulsion dominante► として、郷土愛や農民への同情、 ~pitie sociale► とい
ったことを挙げている (5)。
しかし、ツェルヴェーガーが創作の動機として挙げている最後のこと、すな
わち、サンドがすでに1844年から持っていた、現実逃避の欲求のあらわれ一一
彼はそのことを、 ChamPiゃLaPetite Fadetteの序文を引いて説明してい
(3) R. Zellweger, Les必butsdu roman rustique : S西 se,Allemagne, France, 
1836-1856, Paris, Droz, 1941, p. 120-121. Voir aussi: L. Vincent, G. Sa叫
et le Berry, Paris, Champion, 1919, t. I, p. 8ー 29.
(4) Zellweger, op. cit., p. 121. 
(5) Zellweger, op. cit., p. 121, 125, 37. 
(75) 
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るが-と見る見方は(6)、さきの小論でも強調したように、私には、改めらる
べき見方であるように考えられる。
ところが、こうした考え方は、アンドレ・モロワにもみられるのであって、
彼は、そのサンド伝の中で、ポンシー (Ch.Poncy)あてのサンドの、今ヴィ
ルジルを読んでいます、という手紙を引用し、 Chamがの創作動機について、
次のように書いているのである：
La lecture de Virgile l'incitait a ecrire les Geor giq咋 sde sa pro-
vince. Dans son enfance, ele avait ete charm紐 parles contes que le 
chanvreur faisait a lavem命.Elle revait d'atteindre a cette simplicite 
rustique du r釦it, de conserver le ton tranchant et direct du conteur 
populaire, mais en transposant le langage du terroir, pour etre comprjse 
du lecteur parisien. 氏 cettetentative sortirent deux aimables idylles = 
La Mare仰 Diableet Fran,ois le Cha叩向．
つまり、のどかな田園生活と、そこで話されている言葉を文学化すること以
外に、サンドは何の興味も持たなかった、と断定するのである：
Deltvree des id&>logies par la po紺ede sa province Sand avait釦rit
deux chefs-d'oeuvre CS>. 
ガルニエ版の Champiのすぐれたテクストの監修者の一人、サロモン (Pi-
erre Salomon)もまた、同じ意見をもっているようである。彼はその著害の中
で、 1847年のサンドを述べるにあたり、次のように言っている：
Elle semble surtout pr釦ccup細 encette ann紐 1847, de fuir une 
向 itedouloureuseC9>. 
ここでサロモンは、彼女の私生活上の <r&J.ite>について述べているよう
(8) Zellweger, op. cit. • p. 四~128.
(7) A. Maurois, L組aou la'lie de GeoなeSa叫 Paris.Hac.b.ette, 1952, 
p. 町4.
(8) Maurois, 吟 cit.,p. 375. 
(B) Pierre Salomon, George Sand, Paris. Hatier-Boivin, 1953, p. 71. 
(76) 
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であるが、そのあと、 48年革命の失敗によって、彼女が「田園小説」に逃避し
た、というときには、はっきりと政治面での逃避を指している：
Heureusement un refuge lui est ouvert : lapo稔ierustiqueClOJ. 
ここで、サンド解釈の元祖とも言うべき、カレーニンの意見をみてみよう。
カレー ニンは、 Chamがの動機については、サンド自身の序文を豊富に援用
しながら、この作品は、 まず第ーに <(etudesde moeurs berrichonnes>の
ために書かれ、第二に、 <(ordrepurement litteraire et philosophique>に
属する動機が、この作品の formeとsujetの選択を決定づけたのだ、と言っ
ている (11)。その証明として、カレーニンは、まず、 LaMare au Diableを引
き合いにだし、サンド自身の説明を鵜飲みにして、ジェルマン親子の耕作の光
景と Holbeinの版画とが、この作品の執筆動機である：くCefut assez I > 
と断定しているのである(12)。ついで彼女は、サンドがこうして書いたこの La
Mare叩 Diableにも、その前に書いた ]ea加 eにも不満をもち、友人ロリ
ナ (Fran~ois Rollinat)の忠告もあって、より完全な、より満足のゆく <(ro-
man champ8tre>を書くことを試みたのが、この Chamがである、と、サ
ンド自身の Avant-ProPosの説明をそっくりそのまま信用しているのであ
る(13)。
ここで、サンドがなぜ、 1847年の秋に、「捨子」を主人公にした小説を書い
たのか、というはじめの疑問に立ちかえってみよう。
この点について、多少とも正面から取りくんでいるのは、私の知る限り、さ
きに挙げたサロモンが、マリオン (JeanMallion)と共にガルニエ版のテクス
トにつけた Presentationだけである。では、ここでそれを見てみよう。
サロモンたちは、サンドがこの作品を書いたのは、まず、家庭のいざこざ、
つまり、私生活上の <(ennui>から <(r8vepastoral>へ逃避したいと考え
閲 P.Salomon. op. cit. p. 82. 
M W. Kar血ine,George Sa叫 Savie et ses <Buvres, 4 vol Pariら P如n,.
1926, t. m. p. 邸＆
(1$ Kar6nine, op. cit. • t. III. p. 663. 
0$ Kar6nine, op. ciた， t.m, p. 671五
(77) 
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たからである、と述べ、このころの彼女には、 <grandbesoin de consolation 
et de reconfort► が必要だったのだ、と言っている(14)。
さらにつづけて：
Elle delaisse un peu la politique. Elle est presque completement 
detachee de Leroux, qui fut naguere le maitre de sa pens細 etele ne 
le voit plus que rarement<16>. 
ここにもやはり、さきに挙げたものと同一の考えが見られるのであるが、は
たしてかような判断が許されるであろうか？ つまり、ルルーすなわち政治と
いう関係だけしか当時のサンドに真実ではなかったのであろうか、ということ
である。
ともあれ、彼らは、つぎにこの作品の gen捻eに言及している。まず、この
フランソワの物語は、 <histoireveritable)>であろうか、 という疑問を提起
し、サンド自身は、 1852年につけた Noticeで、 <plusieurschampis des 
deux sexes)>を拾って、人に託して育ててもらった、 と書いているが、われ
われは実在した champiとしては、ファンシ＝ット (Fanchette)しか知らな
い、と、このサンド自身の説明を疑問視している。そして、このフランソワの
物語は、ノアン附近の人なら誰でも知っている、というサンドの言葉を実際に
ノアンで実証しようとしたルイーズ・ヴァンサンが、現地でついに確証をつか
めなかったという失敗の報告を例に挙げている。この点について、カレーニン
は、 MauriceCristal (Germa)が、 Musledes De匹 Mandes誌の1876年
9月15日号に発表した GeorgeSandという記事を引き合いにしながら、 サ
ンドが一生を通じて (duranttolte sa vie入 多くの捨子を救い育てた、とい
う事実を信じているようである(16)。しかし、たとえこのことを事実だと認めて
も、この「一生の間に」という字句があるために、このことと、小説 Chamが
閥 G.Sand, La Mare 叩 Diable• Fra吟oi1le C加mpi,Paris, Garnier, 1956. 
Pr, ヽsentati.onde Fran~oi11 le Chamが， parP. Salomon et J. Mallion, p. 179. 
個 Present巫on品jaindiqu6e, p. 180. 
0$ Kar6nine, op. cit .• t. m. p. 町6.
(78) 
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との時間上の関連性は、残念ながらない、と言わざるをえない。
ともかく、サロモンたちは、けっきょく、結論的にはこの小説の sourceを
探すことは絶望的である、 と他の人々と同じく、 サンド自身の Notice や
Ava叫 ProPosの説明をくりかえすだけのことを次のように言っている：
La reflexion ironique du chanvreur a lafin du recit suffirait a 
decourager les curiosit給 indiscretes: <(L'histoire est done vraie de tous 
points?>, demande Sylvine Courtioux. Et le chanvreur repond: <(Si ele 
ne I'est pas, ele le pourrait etre, et si vous ne me croyez, allez y voir>. 
I n'y a d'ailleurs aucune raison de ne pas prendre a lalettre les 
indications donnees par George Sand sur la genese de son roman. La 
rencontre qu'elle fit d'un enfant abandonne et la conversation qu'elle 
eut avec Rollinat, quelques jours plus tard, sur la technique du roman 
champetre suffirent a donner le branle a son imagination<l'I). 
このあと、彼らも、 LaMare au Diableにしても、ホルバインの版画と農
夫の働らく姿がその創作の動機になりえたのだから、と弁解じみた説明を加え
ている。
ついでこの小説の材料について、 Presentationは、 以上の資料だけでは小
説の材料としては不足だ、ということを認め、 1843年におきた、白痴の捨子フ
ァンシェットの養育に手をやいた LaCMtreの慈善院の女院長が、彼女を馬
車で人里はなれた所へ捨てさせた、というスキャンダルの一件が、この小説に
利用されていることを重要視している。しかし、彼らもさすがに、この事件を
サンドが4年後に突然思い出して、 Champiを書くことになったのだ、とは
断定できない。むしろ、この小説を書いているうちに、この事件を思い出した、
と考えているのである。とすれば、 「捨子」のテーマはどうして生じたのであ
ろうか？ サンドが Noticeで言っている少年は、かならずしもサロモンたち
が書きかえているような <(enfantabandonne>,. ではないのであるから。
O.'D Presentation cit~e. p. 182. 
(79) 
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「捨子」のテーマ、それをサロモンたちは、サンドの <(goO.t►による、と説
明する：
(Fra吟0心 leCham印 serattache如 ementa son goO.t pour les 
situations romanesques : amours irregulieres, naissances illegitimes,, 
enfants abandonnes OU sep紅 esde leurs parents, mysterieuse tendresse 
de ceux: qu'uni韓enta leur insu les liens du sangC18>. 
これらのことの近作での例として、 彼らは LaPt!cht de. M. Antoine 
(18位）一I!enfant du p釦he―と、 LsPicci-ni加 (1847)--17histoire 
d'un Mtardr--とを挙げている。
こうしたことのほかに、サロモンらは、ちょうどこの47年ごろヴィクトル・
ボリーとサンドとの関係が、友情から恋愛へと移ったことをも創作材料の一つ
として挙げているが、この点については、その論拠としている、サンドのヘッ
ッ＝ルあての手紙に日付がなく (19)、はっきり証拠として提出するのは危険だ
と思われる。さらに、彼らの根拠の一つであるボリーと小説の主人公フランゾ
ワとの類似も、親しい友だちをよくモデルに使うサンドの習慣からみて、証明
力は薄い、と言わざるをえない。
ともあれ、こうした列挙の最後には、彼らも、またもやサンドがこの作品で
もっとも力を入れたことは、 styleの問題である、として、 この問題にいろい
ろ言及しているのである。
以上、簡単に、この小説の創作動機、その成立についてのこれまでの重要な
意見を挙げてきた。
ここで、彼らの言わんとしていることを以下にまとめてみよう：
ジョルジュ・サンドは、家庭のいざこざや、現下の政治情勢にうんざりして．
はっきりそれに目をつぶり、視野を郷里のノアン附近の、ごく限られた範囲内
に限り、日ごろ親しんでいた田園風景を背景に、彼女が愛していた農民たちの奮
(1$ Pr細匹磁onci出 p.188. 
鵠 cf:A.Pa血血eet C. B. de La Chapelle, H, 臼袖"I,;fu,a、占匹.et ds 
ses aul8u1言. P.-J. He紐 cs.叫）， Paris,Michel, 1953, p. 追←-6. 
(80) 
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のどかな生活ぶりを描き、彼らの使う言葉を、その素朴さも失わず、しかも、
文学的に純度の高いものとして利用することによって、パリでも田舎でも理解
され通用する、新しい型の「田園小説」を創造することに専心しようとしてい
たのである。つまり、そうすることによって心の安らぎを得ようとしていたの
だと考えられる。そして、 「田園小説」を書こう、という決心を彼女が抱くよ
うになったことには、同郷の友人や作家たちの影蓉があるようである。
これで、 1847年に、サンドが何らかの田園小説を書こうとしていた気持と、........ 
その作品の形式や文体という美学的態度は決定された。しかし、なぜ「捨子」
の物語を書く気になったのか、は判らない。したがって、サンド自身の序文で
の証言を全面的に採用し、 ある日の散歩の途中、 ちょっと頭の弱い 5、6オの
少年と遇然出会ったこと、その時、ニ・三の会話を交したこと、友人ロリナと
文学論を戦わせたこと、麻うちたちの所へ行って、つくり話か実話かはともか
く、フランソワという捨子の話を聞いたこと一ーこれらをこの小説創造の動機
と考えるよりしかたがない。しかも、この廊打ちの語った話は、サンドの
<gout► にもぴったりしていたのではないか•…• そして書き進むにつれて、
ファンシェットのことを思い出し、友人のボリーの顔付きもちょっと借用した
くなったのである。したがって、この作品は、まったくのペリー州の <gもor-
giques► であり、 <idylle► である以外の何物でもないのである。
＊ ＊ ??
以上がこれまでこの作品について言われてきたことの大要である。
しかし、それほど、サンドの社会主義思想は付焼刃であったろうか？ 「捨
子」の物語を書いたことにそのテーマそのものに、重要な意味はまったくな
かったのであろうか？ 農村を舞台にし、そのための新しい文体を、じゅうぶ
んに自己満足できるほどに完成させることができさえすれば、その筋書きは、
かわいそうな捨子の物語であっても、富農の美しい娘の物語であっても、それ
は遇然のでまかせにすぎなかった、とでも言うのであろうか？
(81) 
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◇生きる苦しみ
この疑問を解決するために、われわれはここで今一度、 47年10月までの彼
女の生活の実状を再検討する必要があるように思われる。
サンド研究家たちは、 47年のサンドが「現実逃避」の欲求を持っていた、と
言っていた。つまり、「家庭のいざこざ」からの…••それをサロモンは 5 つ指
摘している。すなわち、第1に娘｀ノランジュ夫妻とのトラブル。第2に娘婿ク
レザンジェの莫大な借金と金の無心。第3に、ショパンとサンドとの関係の終
末。第4に、養女オーギュスチーヌの婚約破棄。最後に息子モーリスとクレザ
ンジニの不仲、この5つである。
しかし、ここに至るまでのサンドの心理状態を正確に捉えるためには、われ
われは1841年の彼女とヒ;.,._ロー (Fr.Buloz)との仲違いまでさかのぼらねば
ならない。この年サンドは、 LeCompagnon du tour de FranceとHorace
の Revuedes De匹 Mondes(以下 R.D.M.と略す）への掲載を拒否されたこ
とからビュローと衝突し、以降58年末に和解し、 59年1月15日号の R.D.M.
に Elleet Luiを発表するまで実に 17年間、彼と絶緑状態を続けるのである。
このことはサンドにどんな意味をもつものであろうか：
George Sand, qui n'avait plus, depuis sa rupture avec la Revue des 
Deux Mondes, un revenu mensuel assure et fixe, ne gagnant rien a la
Revue indePendante, soutenant l'entreprise (le pianotype) de Leroux 
et ayant besoin de grandes sommes d'argent pour la publication de son 
propre Eclaireur de l'Indre, avait justement commence a ecrire Jeanne 
et songeait a lavendre ou a laplacer le plus lucrativement possible, 
afin de pourvoir a toutes ces depensesC2°>. 
これからの彼女には、定収入がなく常に生活の不安にさらされ、かつ、作家
として最も辛い、作品の売り込み先に苦労する、という最悪の日が続くのであ
箇 Karenine,op. cit., t. ill, p. 640. 
(82) 
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る。 Jeanneは、 けっきょく、仲直りしたラトゥシュの口ききでヴニロンの
Constitutionnel の44年4月25日号から連載されることになったが、 Le 
Meunier d'Angibaultは彼に拒否され、 引き受け手を探すのに苦労したあ
げく、知り合ったばかりのルイ・ブランがちょうど創刊した R紆ornヽeに、 45
年1月から連載されることになる(21)。
この彼女にとって、杖とも柱とも思われたのは、 39年に知り合い親しくなっ
たヘッツェルであった。 2人はとりわけ1844年以降、作家と出版者という立
場を離れた親友となり、個人的な秘密さえ何一つ包み隠さぬ間柄となるのであ
る四。一年の多くを郷里のノアンで過すサンドのために、 パリのヘッツニル
が彼女の作品を各新聞・雑誌社に売り込み、金額つりあげの交渉をするという
pourparlersの一切を引き受けたこともしばしばである(23)。 もちろん金の貸
し借りは珍しくない一一そして1846年。サンドの窮状は一向に改善されない。
7月26日、彼女はヘッツ＝ルに次のような手紙を出している：
Encore quelque chose que je vous prie de faire pour moi, c'est de me 
trouver le plus vite possible un : 細 teurpour Lucrezia Floriani• • • 
Lorsqu'il faut se remuer pour Placer un ouvrage, je ne suis pas bonne 
a rien. Que ne peut-on vivre sans gagner d'argent r四
別の手紙でも、彼女はやはりその日暮しの窮状と、作家としての苦悩とを訴
えている：
Vous savez que je vis au jour le jour, satisfaisant a toutes mes 
charges, a mesure que je gagne quelque argent. Mon revenu n'est pas 
suffisant, a beaucoup pr極， pourtous les devoirs que je m'impose, 
mais avec les romans cela s'arrange avec assez d'ordre. Cet ordre ne 
va pourtant pas jusqu'a pouvoir mettre en avant de moi quelques 
細 cf: Kar6nine, op. cit. • t. m. p. 653. 
鍼 Parm6nieet La Chapelle, op. cit. • p. 58 sq. 
嬌 Parm6nieetc., article d6ja cit6 de la Revue de Parir, nov., 1950. p. 22. 
紬 Lettrepubli6e dans la Rev匹 deParir d6ja indiqu6e, p. 22. 
(88) 
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billets de banque et si j'entreprends un ouvrage en dix volumes, qui 
durera peut-etre six mois et peut -etre un an a釦rire,de quoi vivrai -je 
pendant un an ou seulement pendant six mois? C25J 
だが、彼女の仕事を妨げたものは、単に金だけではなかったのである。この
同じ夏、かねて不仲であったショパンとモーリスとの間柄は最悪の状態になる。
ショパンはサンドに近づくすべての人間に嫉妬し、母と子の愛情にさえも腹を
立てるようになる。そこへ、母に嫌われている娘ソランジュが、ショパンを母
から取ろうと誘惑工作にのり出す。破局は決定的となり、 11月、彼は遂にノア
ンを去り、パリに出る(26)。
8月21日、サンドは悲しげにボンシーにあてて、「私は今、休息しています。」
なぜなら「心配で頭が一杯のときに、仕事をすることは不可能だからです。」と
書き送っている(27)。
こうした状態は、翌47年になっても、何の変化もみられない。 4月29日、サ
ンドは、ヘッツェルにあてて、あなたが発行計画中の雑誌用に、明日原稿を送
るから、至急4,000フラン前貸しして下さい。もし）その計画を中止なさって
るのでしたら、他の出版社に、 6,000フランで売りつけるよう努力して下さい。
<Mais dans tous les cas, mon enfant, il me les faut tout de suite, car 
je n'ai pas le sou ...)1><28Jと訴えている。
つづく 5月1日、彼女はまたもヘッツニルに送金の矢の催促をしている (29)。
同じ 5月、ソランジュは、前年11月に婚約した <naifjeune homme► で
ある、 F.des Preaul~ を捨て、サンドが <Mephisto► であり <grand 
diable noir► だと嫌っていたクレザンジェと結婚してしまう。それは、 5月20
日のことである。
鋤 Ibid.,p. 23ー 24.
鋤 E.Dolleans, Fe .. 加 nismeet mouッementouヮner: George Sand, Paris, 
釦it.Ouvrieres, 1951, p. 138-141. 
節 Lettrecitee par E. Dollean11 in op. cit. p. 141. 
嫡 Parmenie,op. cit. • p. 79. 
嫡 Parmenieetc. • op. cit, • p. 80. 
（昭）
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ところが、クレザンジニは、言うとするとは大違い、莫大な借財を抱えてお
り、当然の権利のように、義母のサンドに金を要求し始める。他方、ソランジ
ュのほうは、遠縁のいとこにあたるオーギュスチーヌのことを、その婚約者の
ルソー (TheodoreRousseau)に、彼女は実はモーリスの情婦なのだ、と中侮
して、人の良いルソーを夜逃げさせ、あげくのはては、サンド＝モーリス対ク
レザンジニ夫妻の間で、文字通り血みどろの暴力沙汰を惹き起こし(30)、7月、
ついに夫妻はノアンを去るのである。 翌日、 サンドはロジエール嬢 (Mlle
Marie de Rozieres)にあてて、こう書いている：
Ce couple diabolique est parti hier soir, crible de dettes, triomphant 
clans l'impudence .. (31) 
いっぽう、前年11月にノアンを去ったショパンは、この年の 5月、一時悪化
した病状もどうやら危機を脱し、サンドをほっとさせるが、もはや2人の仲は
決してl日に戻ることはないであろう。サンドは悲しげにヘッツ＝ルに手紙を書
く：
Je ne suis plus si triste, Chopin est sauve pour cette fois encore; 
mais chaque crise le deteriore beaucoup et mon avenir est tout noir, de 
ce cote-la. 1 y a sept ans que je porte en moi cette certitude de ne 
pas vieilir avec lui a mes cotes, mais on ne s'h1.bitue pas a ces 
certitudes desesperees, et la douleur va son train. 1 m'a fait tant de 
mal, avec son mal, que j'ai espere longtemps mourir avant lui, mais je 
suis si fortement trempee que je ne pourrai jamais. 1 faudra que je me 
tue et ce serait la seule chose sensee que j'aurais faite en ma vie .. <32> 
サンドの真心も、しかし、彼に通じはしなかった。パリの孤独の中に生きて
いた彼は、やすやすとソランジュの口先きにだまされて、サンド親子の争いに
際し、 盲目的にソランジュ夫妻の側につき、 ついに 7月、 サンドに <ser-
⑳ Salomon, op. ci.t., p. 69-70. 
圃 Lettrecite par W. Karenine, op. cit., t. II, p. 578. 
図 Lettre cite par Parmenie dans la Reヮuede Paris, p. 26一切．
(85) 
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monneuse et sans doute blessante► な手紙を送る。同月 27日、サンドはこ
れに <(extremedurete► をもった返事を出す。 2人の愛は、ここに、はっき
りと終止符を打たれたのである (33)。
それやこれやの心労のためか、サンドはとうとう病床についてしまった。 8
月14日、彼女はロジエール嬢にあてて、むしろ死を心待ちしているような痛々
しげな手紙を送っている：
Je suis plus gravement malade qu'on ne pense. Dieu merci I car j'ai 
assez de la vie et je fais mon paquet avec beaucoup de plaisir<34>. 
しかし、小説を書かなければ、一家の暮しは立たない。ただ、いくらかでも、
彼女の心の慰めになったことは一一あとで、よりいっそうの悲しみが押しよせ
てくるのは判ってはいても一ー創作に没頭しているそのほんのわずかの間だけ
は、こうした心の苦しみをまぎらすことができる、ということであった：
Je crois ce chagrin incurable, car plus je reussis a m'en distraire 
pendant certaines heures, plus ilrentre en moi sombre et poignant aux 
h eures smvantes .. (35) 
?? ?? ??
金と娘と恋、という暗。そして、ヘッツェルやボリーという親友たちとの交
遊と、平和がよみがえってきたノアン、という明。死を願う心をひきずりなが
ら創作のペンを取るサンド。こうした生活の中で、彼女が辿っていった作家と
しての道。それをつぎに考えてみよう。
◇小説家ジョルジュ・サンド (1846-1847)
まずわれわれは、本稿の目的に沿って 1846年から Champiに至る彼女の作
品を、ここで一瞥してみよう。
韓 cf. P. Salomon, op. cit., p. 70, A. Maurois, op. cit., p. 邸9-364;E. 
Dolleans, op. cit., p. 145-146. 
斡 Lettrepubliee par E. Dolleans in op. cit., p. 145. 
飼 G.Sand, Correspo叫叩ce,t. I, p. 37← -375. Citee par A. Maurois, op. 
cit. , p.375. 
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1846年
La Mare au Diable. Prologue de 1845. Le Courrier Fr.angais, 6 fev. 
1846 et n°• suivants. 
Deburau. Le Constitutionnel, 8 fev. 
Les Noces de campagne. Le Courrier Frangais, 31 mars et n a 
suivants. 
Lucrezia Floriani. Le Courrier Frangais, 25 juin et no• suivants. 
Le Cercle hippique de Meziらresen Brenne. L'Eclaireur de l'lndre, 
4 juilet. 
La Vallee noire. L'Eclaireur de l'Indre, 28 nov. et 5 dee. 
1847年
Le Piccinino. La Presse, 5 mai et n°• suivants. 
Un coin de la Marche et du Berry. L'Illustration, n°227, 3 juilet. 
<Histoire de la revolution frant]aise►, par Louis Blanc. Le Siecle, 
17 nov. 
Francois le Champi. Journal des Debats, 31 dee. au 4 fev. et 14 
mars 1848. 
これが、 この2年間のサンドの創作活動の総体である(36)。 この表を見れば、
45年の秋に書かれた LaMare仰 Diable<37>を別にして、この両年には作品
の数が、他の年に比べて激減していること、その発表機関が不安定なこと、が、
一層明らかになる。そのうえ、さきに触れたような、彼女が作品の活字化に多
少とも手間どったものをこの表から指摘すれば LaMare au Diable, Lucre-
箇 cf. S. de Lovenjoul, George Sand. Etudes bibliographique s釘 ses
呼 vres,Paris, Lib. H. Leclerc, 1914. 
節 cf. G. Sand, La Mare叩 Diable, edition Gamier deja indiqu紐，
Presentation, p. IV. 
(87) 
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zia Floriani, Le Piccinino, そしてこの Franqoisle Champiと、主要
な小説作品のすべてにわたっているのである (38)。
ここでこれらの諸作品について、いちいち検討するゆとりはないが、ただ、
Piccininoの成立については、この作品が Champiの一つ前の小説である、
ということだけでなく、 この ChamPiの成立にも重要な意味を持っていると
考えられるので、若干の検討を加えておきたい。
この Piccininoは、活字になったのは上記のように47年5月であるが、書
きあげられたのは46年11月である。それは彼女の同月12日づけのヘッツニル
あての手紙で明らかである。 すなわち、 この手紙の中で、 彼女は『ヒ゜ッチニ
ノ』がやっと完成した、と知らせているのである。そして、彼女はいろいろな
新聞や雑誌と交渉するが、どの社の示す金額にも満足せず、いっそのこと、友
情のしるしに、安くてもいいからヘッツェルに売ってしまおうか、と考えたり
している (39)。
彼女がこの作品の売り込みを急いでいるのは、もちろん経済上の理由がおも
であるが(40)、にもかかわらずその公表に手間どったのは、 とり扱われている
テーマが急進的であること、つまり、ナポリ王朝の圧制に反抗し、自由のため
に斗うシシリー人たちを、 Michel-Ange La voratoriという一人の <ennemi
jure de tous les oppresseurs► たる <;petitchef de brigands► を中心に
描いた物語だったからである(41)。
そして、ここで重要なことは、サンドが自伝の中でこの小説に言及し、この
<;roman f ait des vceux pour une guerre nationa!e et pour Ia Iiberte 
de ce pays ma!heureux► (42) の中で、特に言いたかったことは、 <;noblesse
姻 cf.article deja cite de la Revue de Paris, p. 22 sq. 
飼 Articlecite de la Revue de Paris, p. 24. 
細 <Pousseepar le besoin d'argent, ele avait trouve le moyen d'ecrire, 
au milieu de tant de soucis, le Piccinino .. ~: P. Salomon, op. cit., p. 70. 
(4fJ v. G. Sand, Le Piccinino, Notice, Paris, Levy, 1886, p. 1. V. aussi, 
Karenine, op. cit. , t.II, p. 690-692. 
総 Lettrede G. Sand a Hetzel, publiee dans la Rev如 deParis indiquee, 
p. 25. 
(88) 
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de race► ということだ、と言っていることである：
Ce que je pense de la noblesse de race, je I'ai ecrit clans le Piccinino 
.. Telle qu'on I'a entendue jusqu'ici, ele est un prejuge monstrueux, 
en tant qu'elle accapare au profit d'une classe de riches et de puissants 
la religion de la famille, principe qui devait etre cher et sacre a tous 
les hommesC43>. 
こうしたサンドの思想と、 この作品の主人公ミシニルが、 <fils illegitime 
du prince de Castro Reale► であること、それと『捨子のフランソワ』の物
語とが、全く無関係なものであろうか？ これは考えてみてもいい重要なこと
ではなかろうか？
ところで、この作品は、シシリー島を舞台にしているが、サンド自身はこの
島に行ったことはない。そこで彼女はどうしたか。彼女自身の言葉によれば、
ちょうどこの小説を書いていた時に、 シシリー島に関する <unrecueil de 
belles gravures► を見ていたから、と言っている(4)。サロモンはこの点につ
いて、それはおそらく Gigaultde la Salleの<:albumde belles gravures► 
であろう、と述べ、さらにボール・ド・ミュッセの旅行記や、デュマおよびシ
ャルル・ディディエのシシリーの盗賊団を扱った物語からも、インスヒ°レーシ
ョンを受けているであろう、と言っている。そして、しかも、サンドの描写が
大層美しく、真に迫っていることを賞讃しているのである (45)。
最後にもう一つこの作品について重要なことをつけ加えよう。それは、カレ
ーニンがこの小説をツルゲーネフの『その前夜』 (LaVeille)と比較しながら
指摘しているように(46)、舞台こそシシリーに置かれているが、 この小説は圧
制がその頂点に達し、国民の多くが無感覚の中に癒痺していながらも、どこか
(4@ G. Sand, Histoire de ma vie, cite par Karenine, op. cit., t. II, p. 
690--691. 
(4) Sand, Le Piccinino, Notice, p. 1. 
個 Salomon,op. cit., p. 70. 
(4$ Karenine, op. cit., p. 693. 
(89) 
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にその出口を求めて国民感情が鬱積していた2月革命前夜のフランス社会の実
態を想起しないほうが不自然なほど、時代の子としての性格を強くもっている、
ということである。
こうしたこの小説のもつ性格については、カレーニンをはじめ多くの批評家
たちが、それはちょうどこの小説が書かれた46年の夏から秋にかけて、ノアン
のサンドを訪問した）レイ・ブラン (LouisBlanc) とアラゴ (Emmanuel
Arago)の影蓉によるものである、と説明していることである⑰。ともあれ、
このことは、単に、ブランと主人公のミシェルの類似性とか、サンドが、この
小説をアラゴに献じている (48) とかということ以上に、思想的な大きなつなが
りを意味するものとして重視されなければならないことであろう。それはカレ
ーニンが、控え目に、この小説の中には、＜釦hosdes questions sociales et 
politiques qu'on debattait en 1846 a Nohant, pendant <;les veill紐sde 
famille><49>がある、と言っていることなのである。
＊ ＊ ＊ 
ここで、さきほど挙げた ~bibliographie► をもう一度思い出してみよう。
その生きていた時代に強い社会性を持ち、社会主義の友人たちの影善が感じ
られる『ヒ°ッチニノ』。 そしてその主人公は、フランゾワと同じ生い立ちを持
っている。このあと、サンドは、ベリーとマルシュの両州について記事を書き、
ついで、ブランの『フランス革命史』を激賞している。そして、この Champi
の発表。そこには、何ら一貫して流れる思想のつながりはないのだろうか。何
も感じられないであろうか？ 換言すれば、 Champiが、単なる idyllepas-
toraleとしてのみ読まれていいものだろうか？ ということである。この作品
の成立は、もっと別の角度から考えなおされなくてもいいのだろうか？
この章で大切なもう一つのこと、 それは、 ChamPiと一つの線で結ばれた
(41) cf. Karenine, op. cit. , t.II, p. 695--696. 
個 Ceroman a, a sat@te, une dedicace suivante : 
A加 mami恥 ima四 elArago 
Souvenirヽ叩eveillee心 famille.
細 Kar紐ine,op. cit. • t. m. p. 696. 
(90) 
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ものと考えらるべき『ビッチニノ』が、版画集や他の作家の作品、さらには、
ブランやアラゴといった友人たちとの議論をも加えたものを、その成立の「材
料」として持っている、ということである。
ここで、サンドの思想上の友人たちのことを考えてみなければならない。ま
ず、プランを見てみよう。
◇ルイ・ブラン
サンドがブランと知り合ったのは、 1843年、 L'Eclaireurde l'Indァeを創
刊しようとしていたころのようである。その後、上述のように、引き受け手が
なく困っていた LeMeunier d'Angibaultを、彼が始めた LaR紆ormeに
載せたりして親密の度を加え、娘ソランジュを彼の嫁にやろうかとまじめに考
えたりするほどになる(50)。
ともあれ、ブランを、娃年に、怠惰で無気力な現代において、力強い民主々
義思想を持って行動する人、と賞讃した彼女は(51)、翌年1月、彼の著書 His-
toire de dix ansに関する記事をふたたび発表し、 彼こそ永い間、その出現
を待たれていた真の公平さを持つ立派な歴史家の手本たるべき人である、と激
賞し、さらに理想社会建設のために必要な理想的政治家、つまり政治家と哲学
者の理想的融合の姿を彼の上に見ているのである(52)。
そして47年秋。サンドは、またもブランの著書について記事を書き、その中
でも徹頭徹尾ブランとその著書への最大級の讃辞を贈るのである佃）。しかも、
彼女のブランに対するこの賞讃と友情とは、その後もずっと続いており、 18年
後、 1865年に、この Histoirede la R幼olutionfran~aise が全 12 巻で完
箇 cf.Maurois. op. cit. • p. 378; Kar~nine. op. cit. • t. m. p. 653. 
紬 G.Sand. Petition pour z• orga油叫ondu travail. dat~e: 4 noヮembni
1昭 inQuestions Politiques et Sociales. Paris. L~vy. 1887. p. 61. 
鱗 G.Sand. Sur z• Histoire de dix ansみ M.Louis Blanc, in Questio匹
Politiques et Sociales, p. 133-147. 
鑓 G. Sand. ~Histo如 de la R如 l辺如 /ran舛se)>par M. Lo咄 Blanc,
dat~: novembn 1847 in Q匹 stio匹 Politiq蜘 set Sociales, p. 1俎一164.
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成した時にも、彼女はふたたびとの大著への限りない讃辞を書くのである：
「あれから 18年、さまざまなできごとを通ってきた今でも、この著作の価値に
は何の変化もなく、不動の価値を持つ立派なものである・・・彼は、この間の政
治の変動にもかかわらず、その持つ真理のゆえに、常に社会の先頭に立ってわ
れわれを等く、矩火を持った輝かしい先駆者の一人なのであり、かつ、時の経
過とともにますますその人の持つ価値が増大する人の一人なのである」（切。こ
の記事は、ブランのこの大著の第4版の序文として使われることになる。
さて、以上のような、ブランとサンドの固い友情を、より固く、より不動の
ものとしたものは何であったろうか。それは、前章で言及した、 1846年秋のブ
ランとアラゴのノアン訪問だったのである。それまでは、どちらかと言えば、
お互いの名によるだけのような識り合いだったものが、この訪問によって、い
わば肝胆相照らすものとなったのである。ブランは、この秋の日々の思い出を
終生忘れえぬものとして心に抱きつづけ、サンドもまた、さきに述べたごとき
悩み多き日々を送っていた折も折とて、思いがけない楽しさを味うことのでき
たこの秋の夜の、夜の更けるのも忘れて語りあった <(veill紐＞の思い出をい
つまでも心に留めていくであろう。しかもそれは、彼女に、当時、ともすれば
鈍りがちになっていた創作意欲をかき立てさせたのである：
Les causeries avec Louis Blanc et la lecture de son ouvrage sur la 
Revolution de 1789 suggererent de plus, a M四 Sandle projet de faire 
un roman se passant a cette epoque. Mais la Revolution de fevrier 
1848 arr紅ace projet et ce ne fut qu'en 1868 que M匹 Sandle mit a 
execution en釦rivantNanon. Or, le roman commence en 1847 n'eut 
qu'un chapitre paru en 1851 dans la Politique nouvelle sous le titre 
de Monsieur Rousset (65). 
?? ?? ??
鱗 G.Sand. ~Histoire de la Rヽvolutionfra1ャisヽ:)par M. Louis BL五 c,
datli: ふdn1865 in op. cit. • p. 165-173. 
鱒 Karl!nine,op. cit. • t. m. p. 510. 
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ここで要点をまとめてみよう。
93 
サンドが、プランとの長い友情を固めたのは、 46年の秋のプランとアラゴの
ノアン滞在からである。そして、その友情から、まず第1に、彼女は少なくと
も、はっきりその意志を持っていたものとして、 2つの小説 NanonとMon-
sieur Rousset (これはブランの著書からインスピレーションを受け，大革命当時のペ
リーを舞台にした作品である）とを書くのである。しかもこの友情は、さらに翌年
秋に一つの強い結晶として、ブランの『フランス大革命史』への讃辞となって
現われるのである。
つぎに、彼女がこの46年秋にノアンでブランらと社会・政治上の諸問題につ
いて種々意見を交換していること、そして、少なくとも翌47年秋の書評記事を
害くまでには彼の全著作を熟読し、直接著者自身から得た知識と合せて、彼の
思想を熟知し、かつそれに全面的な讃意をもったであろう、ということに注目
しなければならない。
したがって、彼女がブランの旧著 Organisationdu Travailをも、当然
よく知っていたにちがいない、ということが言えるであろう。ところで、この
本には、労働階級ことにその下層階級の子女の悲惨なありさまや、数字を挙げ
ての捨子の激増の指摘、その救済の急務なることが述べられているのである。
以上の考察のあとで、ふたたび、『ピッチニノ』のことを思い出してみょう。
主人公のミシ＝ルとブランの類似や、 ミシェルの生い立ちの設定、作中に流れ
る思想のブランとの共通性。そして47年秋のブラン激賞と「捨子」のフランゾ
ワの創作…これらをなお、一つの大きな連鎖の中で考えてはいけないのであ
ろうか？
◇社会民主主義政治家・三流詩人：アルフォンス・エスキロス
ここでわれわれは、忘れさられた詩人政治家アルフォンス・エスキロス
(Henri-Alphonse Esquiros) に登湯してもらわねばならない。その理由は彼
の伝記を知ることによって、おのずと明らかになるであろう。
エスキロスは1812年パリに生まれ、 1876年、終身上院議員としてヴニルサ
(93) 
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イュで死んだ。その間の彼の一生は、まった＜波濶に富んだもので、詩人とし
ての彼は、今日では <H6teldu Doyenne► のサークルの一員として <(petits
romantiques► の片すみに辛うじて名を留めているにすぎないが、政治家とし
ては、 <(Social-democrate► として、 当時の一流政治家の中に入れてもよい
ほどの活躍をしている(66)。
もう少し、具体的に見てみよう。
1840年前後、無名詩人として、経済的にも苦境のどん底にあったエスキロス
は、 42年、ビュローに拾われてやっと落着き、以降、 48年革命から54年まで一
時中断したのみで、 76年、死が彼を訪れるまで、彼の R.D.M.への寄稿は続
けられるのである (6り。
その42年の 1月、すでに社会主義的な思想を抱くようになっていた彼は、
Doyenneの旧友たちの手をふり切って、自分は今後、 <(poetepolitique► に
なるのだ、と宜言する(58)。事実、その後の彼は、詩人としてよりも、行動する
共和主義政治家としての道をより強く進んでゆくのである。
その手始めは、同年1月、ルイ・ブラン、ダヴィド(David)、トレ(Thore)
らと共同で Journaldu Peupleを発行し、さらに同月17日、同じメンバーで盲
<(Organisation du Travail► を訴える宜言に署名することであった(59)。 翌
48 年、彼はトレにあてて、今後はパリの民衆の <misere► の研究に没頭した
い、と書き送り (60)、 ある時は質屋を、またある時は精神病院を探訪し、生あ
鑓 cf.R. Desnos et F. Dumonち AlphonseEsquiros in Les Petits romaか
iヽq匹 sfranfais, presente par F. Dumont, Les Cahiers du Sud, numero special 
de 1949, p. 120-13L Vair aussi Ia B必liogr,呼hiesommaire a Iafin du texte, 
surtout p. 286 et p. 29], sq. 
Sur I'Hlltel du Doyenne, v. le chapitre du meme texte: M. Schneider, 
L'H6tel如 Doyen,出 p.229-235. 
節 J.P. van der Linden, Alphonse Esquiros. De la bo屈meromantiq碑と
la r砂ubl勾uesociale, Heerlen, Uitgeverij Winants, 1948, p. 41-43. 
鱗 Linden,op. cit. , p. 40. 
閾 Ibid.
箇 Ibid.
(94) 
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るうちには <mont-de-piete)>ゃ<Hotel-Dieu)>しか知らず、死ねば <Ia
Morgue)>の世話にならねばならない哀れな階層の人々の実状を R.D.M.ゃ
Revue de Parisの誌上から強く世論に訴えかけていくのである(61)。
こうした彼の活躍の中に一貫して流れている思想は何であったか。それは、
当時流行していたマルサス主義に反抗し、 evangelismeを説くことであった。
このことは、後に再び触れるが、きわめて注目さるべきことである(62)。
やがて2月革命の勃発。彼は総選挙に打って出るがあえなく落選。しかし彼
は少しもひるまず、 5月5日には、ボーランドのための宜言に署名し、翌々日
にはL'Evangiledu PeuPleと題する論説を、みずからも編集者の一人とな
っていた LaMontagne de la Fグaternite紙に発表している。 ところがこ
の新聞の (:redacteurs}>は、彼のほか、 Proudhon,Lamennais, E. Hilbey, 
Leroux, Le Mapah, そして G・サンドだったのである IC63> 
そして 6月、彼は暴動に加わったために身の危険を感じ、秋には、 <{Repu-
blique sociale)>の建設を夢みながら英国に逃亡せざるをえなくなる(64)。
かし、翌49年4月には青天白日の身となり、ただちに5月の選挙に出馬する。
そして三度目の落選。 その彼に幸運がやってくる。 9月、彼はマルセイュの
La Voix du PeuPle紙の編集長に乞われ、快諾するのである。この地での彼
りンデンは次のように書いている：
Ses articles sont moins redondants de repetitions, 
?
の活躍ぶりについて、
de mouvements 
vains, d'idees saugrenues que par le passe. Ils menent une lutte 
acharn紐 contreles moder総.. . Icraint que le deshonneur dans lequel 
Louis -philippe a plonge la France, ne devienne encore une fois la ran~on 
1 combat les doctrines de Malthus, reprend les themes de la patrie. 
des Montagnards, prepare son Iivre sur les Martyrs de la liberte<65>. 
?????Linden, op. cit., p. 42. Voir aussi la Bibliographie (p. 220-230). 
cf. Linden, op. cit. , p.50. 
cf. Linden, op. cit., p. 52 et p. 227. 
Linden, op. cit. , p.55. 
Linden, op. cit. , p.58. 
(95) 
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やがて1850年。彼は、ラマルチーヌの郷里 Micon の <demo-socialistes~
の推薦でまたも選挙に出馬、今度は晴れの当選をかちとり、華々しく Assem-
bl紐 Nationaleヘデビューするのである。しかし、運命の1851年12月2日、
共和制の夢は無残にも打ち砕かれ、身は国外追放の憂き目に会い(66)、 ペルギ
ー、オランダそしてイギリスヘと流浪の旅が続くのである。生活の道は、ヒ・ユ
ローの好意で R.D.M.の <:collaborateur~ に返り咲くことで目鼻がつい
た(67)。56年、英国に渡った彼は、 59年に大赦令が出ても、ナポレオンの帝政
の国、言論の不自由な国フランスに帰る意志は失ってしまっている。それから
10年、 1869年になって反ナポレオン派のチャンビオンとして Corpsl~gislatif 
に、 マルセイュから立候補するよう懇請されるまで(68)、彼は自由の国イギリ
スに留まることをより好むのである．．．
以上が、大急ぎで見たエスキロスの半生のあらましである。彼の伝記そのも
のとしては、 70年の普仏戦争以降の活動が実に興味深いのであるが、それは本
論からそれるので残念ながら割愛するとして、これまでみてきた彼の半生につ
いて、も一度考えてみよう。
まず第1に注意すべきことは、彼とルイ・ブランとの固く長い友情である。
すなわち、この2人は、すでに18位年から新聞を共同発行するほど親密な間柄
にあり、しかもこの友情はエスキロスの死まで変らず続いていくのである。そ
の一例を挙げれば、英国亡命中にも、同じ追放の身の2人は、しばしば会って
おり、 186碑には、エスキロスがブランを、 R.D.M. に書かせようと努力し
たりしているのである向。 そのエスキロスが1876年に、その数奇に富んだ一
鱒 Decretpronon笠ntle banissement des anciens representants. 
Sont expulses du territoire fran炉泣 decelui des colonies, pour cause de 
sO.rete generate, Jes anciens representants 1 l'紅 sembleelegislative dont Jes 
noms suivent: Edmond Valentin,•·•·• Esquiros, •· •· • (Decret du 9 janvier 
1852) 
闘 Linden,op. cit. • p. 59-79. 
鱒 Linden,op. cit. , p. 90. 
鋤 Linden,ゅ.cit. p. SL 
（火i)
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生を閉じた時、ひっそりと淋しいその葬儀に）レイ・ブランは駈せ参じ、固く変
らぬ友惰の証を立てるのである (70)。
このエスキロスとジョルジュ・サンドとの関係、これが第2の注目すべきこ
とである。エスキロス伝の著者リンデンは、彼とサンドが、はっきりと交叉し
ている事実としては、さきに述べた 48年の LaMontagne de la Fraternite 
しか挙げていない。しかし、この2人は、あるいは1839年、少なくとも 40年
には、すでに面識ができたのではないか、と思われる節がある。というのは、
この39年に {:Doyenne::}>の連中によって企てられた LesBelles femmes 
de Paris et de la Provinceというシリーズものの編集が、ウッセー(Arsene
Houssaye)の手からエスキロスの手に移っており (71)、40年春の刊行終了まで、
その編集長と、その美女の一人に選ばれていたサンドとの間に、何らの連絡も
かわされなかったとは考えられないからである。しかし、ここで一歩をゆずっ
ても、この2人には、その一生を通じて、ル）レー、ラムネー、ウッセー、サン
ドー、ゴーチェ、そしてヘッツュル、プラン・・・と、共通した友人たちが多い
ことは注目すべきことであろう。
また、この点でもう一つ注目すべきことは、エスキロスが41年に知り合い、
以後恋愛をつづけて47年に結婚したアデル (AdとleBattanchon)が、サンド
に傾倒し、かつ、 その影響を強く受けている詩人である、 ということで(72)、
彼女も、夫エスキロスとサンドをつなぐ一つのポイントとして忘れてはならな
い存在である。
しかし、この2人の関連について最も大切なことは、エスキロスの英国での
行動である。 1856年、オランダから英国へ渡ったエスキロスは、彼の地でサン
ドの作品を英訳出版しようと企て訳者を物色している(73)。 このときはそれき
りになったが、この企てはその後も彼の脳裡を去らず、 57年の 9月から R.D.
M. に連載された彼の L'Angleterreet la vie anglaiseが単行本として、
⑩ Linden, op, cit., p. 13. 
(70 Linden, op. cit., p. 32 sq. 
CW Linden, op. cit. , p. 45. 
価 Linden,op. cit. , p. 80. 
(97) 
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ヘッツェルの手で59年に出版され、その英訳権をビュローから与えられたとき、
エスキロスは、英国の出版業者に近づく手段として、まずサンドの作品の英訳
出版をさせ、その成功を利用して、自分の本の出版交渉を有利にしようと企て
るのである(74)。 このせっかくの名案も、サンドの作品がイギリス人の
<{goftt}>に合わない、 ということで失敗に終ったが、 こうしたエスキロスの
イギリスでの一連の行動は、彼とサンドとの何らかのつながりを感じさせるも
のではないだろうか？
＊ 
??
＊ 
さて、以上の検討によって、我々は、エスキロスとブランとの厚い友情、エ
スキロスが示しているサンドの作品への非常な愛着。そしてこの2人の個人的
な面識を考えさせる数々の事実ー一の存在を確認した。ここでさきに見たサン
ドとブランとの厚い友情を今一度思い出してみょう。そうすれば、ほかにどの
ようにさまざまな因子が存在しようとも、このサンド＝エスキロスの関係に、
最も重要な役割を果したものは、このルイ・ブランではなかろうか、という推
理が当然ひき出されてくるであろう。もし、このことに納得がいかないなら、
問題を Chamがの成立にしぼって考えると、はっきりする。つまり、その意
味は次のようなことなのである： サンドがエスキロスと接触した機会につい
てのこれまでの種々の検討の結果、この2人の思想上の繋がりを、はっきり決
定づけたもの一~とくに、エスキロスの思想にサンドを繋いだもの—一ーは、こ
の絡年秋のブランのノアン訪問である、ということなのである。そして、その
理由とするものは、この三者にみられる思想上の共鳴、それも「捨子」問題を
中心とした同心円的共鳴がみられる、ということなのである。
では次に、エスキロスの「捨子」に関する思想を見ていこう。
<) A. Esquiros, Les Eガ仰tsTrouvis 
いまや、われわれは、 この三者の薬がりが Chamがの成立にどんな意味を
閥 Linden,op. cit., p. 85. 
(98) 
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持っているか、そして特に、サンドとエスキロスの繋がりが、この作品の成立
にどんな役割を演じているのか、を検討すべき段階に到達したのである。これ
までわれわれは Chamが成立の周辺を調査し、その結果エスキロスなる人物
の上に焦点をしぼってきた。なぜならそれは、前章の終りに指摘したように、
彼がサンドと捨子の問題で繋がりがあるからであり、その論拠は、彼が非常な
熱意をもって捨子の問題を論じている事実があることに基づいているのである。
もちろん捨子の問題が、当時の社会にとって大きな問題であったことは、さ
きの拙稿でも数字をもって説明した。したがって、サンドの同時代人が捨子に
関する著書を著したとしても別に不思議なことではないのである。現にエスキ
ロスも捨子を論ずるに当って、ちょうどそのころ出版されていた4冊の捨子を
論じた書物を論評しつつ筆を進めているのである(75)。 にもかかわらず、ここ
で彼の捨子論だけを特に重視するには、それだけの理由があるのであり、それ
は、前章までにおこなってきた予備調査のことをここで想起しさえすれば、あ
らためて言うまでもないことであろう。が、単的に言えば、このエスキロスの
捨子論が、サンドの ChamPiの成立に大きな影蓉を与えたのではないか、そ
の創作の主要な動機となっているのではないか、ということが考えられるから
なのである。それゆえにこそ、これまでサンドの周辺の調査を進めてきたので
あり、つぎに、サンドとエスキロス双方の内容の比較検討が、当然課されてく
るのである。したがってこの章では、サンドの Chamがとの比較、というこ
とをつねに念頭におきながら、エスキロスの内容をみていかねばならない。
エスキロスが、位年以降、惨めな社会階級の人たちのうえに視点を据えた論
文を発表していたことはすでに述べた。その彼が、 1846年に R.D.M.の1月
価 Lesouvrages trait~s par A. Esquiros sont: 
I. Terme et Montfalcon, Histoire statistiq匹 etmorale desゅ:fantstrouTJls. 
I. Remacle, Les Hoゃicesd'en/ants trout心—Rec加rches s岬 stiq雌 S匹
l'infa西 cide.
II. l'abM Gaillard, Des l匹岬onsac如 lesdes en/ants trouTJヽs.
IV. Cure!, Parti a pre, 叫 ・esur la q砒 stiondes呪f邸幻 tro匹必．
V. Documents of ficiels, etc. 
(99) 
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15日号に <:LesEn/ants Trouves. Premiere Partie -L'Hospice de 
Paris—>と題する論文を発表し、ついで同誌の 3 月 15 日号には <:Les
En/ ants Trouves. DeuがemePartie―Des derniers trava匹 surla 
question―D'une Ref orme prochaine dans l'administration des 
en/ ants trouves—>を発表しているのである。ーロにその内容を言えば、
第1部においては、捨子救済の費用が年々嵩み、国家の財政危機の大きな原因
となっていることを指摘し、ついで、パリ捨子院 (Hospicede Paris) -以
下<'.:hospice}>の語をすべて「捨子院」と訳す一ーの実態をルボルタージュ風
に述べたものである。第2部では、国家財政を再建するため、また、捨子を一
掃するため、早急に捨子の原因を知り、もっと根本的な、思い切った救済策を
講じなければならない、と捨子の原因とその対策について論じているのである。
こうしたエスキロスの論文と、サンドの小説との間には、多くの思想上の共
通点が見出されるのであるが、はたしてそれが単なる遇然の一致によるにすぎ
ないものかどうか、これから検討していこう。
a) エスキロスの捨子論•第 1部
まず、 R.D.M.の1月15日号の論文で、彼は早急に捨子救済の手を打つ必
要があることを述べ、かつ、単にそれを「経済問題」として政府がその費用を
いかに減少させるか、ということにのみ宵心すべきではない、と冒頭から政府
の方針を非難している。
ついでエスキロスは、 1816年から35年までに、パリ捨子院の収容塔を通った
捨子の数が、 103,189人にもなることを述べ(76)、パリ捨子院の沿革、現在の制
度の視察報告へと論を進めている。その中でまず注意すべきことは、院の予算
が少なく、充分の報酬を出せないために、院に住み込みでくる乳母も、田舎で
里親として専属契約する乳母も、ともにその数が不足がちとなっており、つい
乳母を偏う際に、その身元調査も、事後の監晋も、ずさんで行き届かない状涸
価 A.Esquiros, Les珈fants Trouvis, dans R. D. M., 15 jan. 1狐6(lre 
livraison de l'ann~e 1846), p. 217. 
{J印）
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エスキロスから数字を借りれば、
乳母が当局から貰う手当は、はじめの数力月は、月 9フランで、その後、 7年
目まで次第に減らされていく。子供が7オになると、手当は48フランの年金に
切りかえられ、 12オで捨子は完全に院の負担からはずされることになっていた
のである (78)。
ここでサンドの ChamPiを思い出してみよう。サンドはフランソワを、捨
子院と契約していた乳母が死んだため、また別の乳母ー一それが、ザペル (la
Zabelle)という女である一ーの手に渡された捨子、 という設定をしており、
そのザベルは、 ~pouravoir tous les mois quelques pieces d'argent blanc 
et pour faire de lui son petit serviteur),('19)ということからフランソワを
育てている女である。つまり、サンドは、捨子院の制度についても、その出す
手当の不充分さや乳母の選択のずさんさについても、すべて正確に把握してい
たことが判る (80)。 小説のあとの方でも、 サンドはフランソワの口を通してそ
のことを裏審きする言葉を言わせている：
ー J'aiete tire de I'hospice et nourri par une femme que je n'ai 
point connue. A sa mort, j'ai ete recueilli par une autre qui m'a pris 
pour le mince profit du secours accorde par le gouvernement a ceux 
demon esp如e(Sl).
こうした乳母への手当の不充分さと、それさえも己れの生活のたしにしよう
とするほど貧しい乳母を平気で採用している当局に、エスキロスも次のように
厳しい非難を加えている：
Combien le choix des nourrices ne serait-il pas important vis-a-vis・ 
de ces innocentes victimes, pour lesquelles l'hospice doit reparer le 
?
????
Esquiros, artide cite, p. 222-224. 
Esquiros, op. cit. , p.231. 
G. Sand, Franfois le Champi, texte deja indique, p. 226. 
Sur ce point, . voir aussi p. 229 du texte de Champi. 
Sand, ChamPi~p. 311一312.
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malbeur d'une naissance suspectel Quels moyens a !'administration pour 
se determiner dans un tel choix avec succ綽 Desmoyens bornes et 
insuffisants .•. 
Le plus grand nombre d'entre eux (les enfants trouves), etant places 
dans des familles pauvres et ignorantes, ne regoivent aucune notion 
precise de leurs devoirs. Ce mal est grave .. (82) 
こうした捨子たちにとっては、義務教育の法律など空文にひとしいものであ
った。したがって、彼らの将来は、いつも一つのきまった型にはまったものと
なる：
En France,... la destination de ces ma1heureux batards a toujours 
eu quelque chose d'uniforme : ouvriers ou soldats, ils n'ont guere 
depasse les conditions civiles les plus obscurs ou les grades les plus 
infimes de la milice. Une telle limite n'est a coup sur pas tracee par 
la nature. Non, ce niveau fatal est I'ouvrage de la societe<s3). 
このように、捨子たちが永久に不幸な境遇から抜け出せないでいるのは一体、
誰のせいなのか？ ェスキロスは、はっきりとそれを社会の罪だと断言してい
る。それなのに、なぜ彼らは、世間の白眼視をうけなければならないのであろ
う。エスキロスは、こうして育った捨子たちが、やがて罪を犯すことになって
も決して彼らを責めたりはしない：
La statistique pretend qu'ii se rencontre une proportion tres forte 
d enfants trouv蕊 dansles maisons de detention et sur les registres du 
bureau des moeurs. On a voulu attaquer ces chiffres. . . Ces gar~ns 
et ces files n'ont point I'honneur d'une famille a conserver, point de 
nom hereditaire a defendre de toute souillure. Ou de tels etres pren-
draient-ils le sentiment de leurs devoirs ?. • • A douze ans, i est mis 
en apprentissage; le voila presque son maitre dans un age ou tant 
鋤 Esq血 OS, op. cit. , p.230. 
斡 Esquiros,op. cit. , p.232. 
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d'autres re¥oivent encore les soins d'une surveillance attentive .. Pour 
tout le reste, i est abandonne a [lui-meme, a son inexperience, a sa 
faiblesse<e4J. 
この問題について、サンドはどう言っているだろうか。彼女も、マドレーヌ
の口を通して、エスキロス同様、捨子をつくり出すような社会を咎めながら、
捨子であることは悪いことではない、と、はっきり捨子を弁護しているのであ
る：
- Tu vois donc bien que s'i y a des gens assez malheureux pour 
ne pouvoir pas elever leurs enfants eux-memes, c'est la faute aux 
riches qui ne Jes assistent pas<85>. 
しかし、世間の捨子に対する偏見は根づよいものがある。サンドもそのこと
をじゅうぶん知っていた。そのために、マドレーヌ以外の ChamPiの登湯人
物の全てに、 「捨子」に対する悪意ある科白を言わせていることは、さきの小
論でも指摘したとおりであるが、サンドはまた、フランソワ自身にも、そうし
た社会に対するせいいっぱいの言葉を言わせているのである：
ー Jesuis champi, je sors de I'hospice .. C'est donc une verite que 
Ies champis ne donnent pas de confiance au monde, et qu'ii y a quelque 
chose contre eux? ~a n'est pas juste, ¥a n'est pas humain .. (86) 
まさしくそれは、社会の偏見である。そして、それゆえにこそ、それは正さ
れねばならないことである。が、もし、同じ人間として生まれた捨子たちが、
悪人に育てあげられるとしたら・・・エスキロスは、捨子院こそ、その責を負わ
ねばならない、と院の制度に鋭い批判を沿せるのである：
L'etat doit aux enfants trouv給 Jessoins conservateurs de la vie 
materielle, mais i leur doit en outre I'education morale. Or, ha.tons-
nous de le dire, un hospice ne peut donner cette education. On attribue 
斡 Esquiros,op. cit. , p.磁8.
鋤 Sand,Champi, p. 261. 
斡 Sand,C加mpi,p. 81o--'31L 
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104 仏語•仏文学第一号
en general aux enfants trouv蕊 unmauvais caractere: ce reproche .. 
s'adresse surtout aux enfants qu'on elevait autrefois dans les maisons 
banales de bienfaisance. Une chose avait manque a leur developpe-
ment, c'est l'amour maternel. . . Pour l'enfant de l'hospice. . . on lui 
reproche d'etre egoiste, indifferent, concentre en lui-meme : lemoyen 
de s'en etonner? L'homme ne nait pas naturellement sensible, et le 
creur a besoin d'etre f6rme. Les affections se developpent chez le 
nouveau -ne par l'exercice, par un echange de regards et de caresses 
sur le sein de la femme qui l'a nourri. Ce developpement se trouvait 
arrete chez les enfants eleves dans nos hospices. Comme ils croyaient 
n'avoir rien r咬u,ils n'avaient rien a rendre .. 
Si d'un cote la tradition populaire attribue aux enfants naturels un 
caractere et des vices qui leur sont propres, ele leur accorde en 
revanche plus d'esprit qu'aux autres hommes. La verite est qu'ils ne 
sont moralement ni plus mal ni mieux nes que les enfants legitimes. 
La plupart des defauts que les anciens observateurs leur reprochent 
doivent etre mis .. a la charge de l'hospicetB7>. 
捨子には、暖かい母の愛が必要なのである。エスキロスがくり返し強調する
この言葉は、サンドにあっては、その作品の筋書き自体によって、はっきりと
支持されているのである。社会の接し方一つで、良くも悪くもなる捨子には(88)、
マドレーヌのような女性の愛情こそまさに理想的なものなのである：―On peut tout souffrir pour ses enfants. Je me ferais couper par 
morceaux pour mon Jeannie; eh bien! j'en endurerai autant pour celui-
la. Viens, mon pauvre Fran~ois. Tu n'es plus champi, entends-tu? 
節 Esquiros,op. cit. , p.228ー229.
斡 <{Unchampi qui rencontre de l'amitie est meilleur qu'un autre enfant, 
de meme qu!il est pire quand ilse voit moleste et avili. :> G. Sand, C加叫も
p. 263. 
(1似）
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Tu as une mere, et tu peux I'aimer a ton aise; elle te le rendra de 
tout son creur<80>. 
こうしてマドレーヌは、 フランソワを「自分の腹をいためた子供として」(90)
ひたすら育てあげるのである。
しかし、捨子院ではとうていこうした理想的な育て方は望めない。ここに、
この ChamPiの成立にとって重要な、注意すべき問題があるのである。
上に引いた引用文は、ザペルが暮しに困って、 フランソワをふたたび
<(hospice)>に連れもどろうとするときに、泣き叫ぶフランソワとザベルの姿
を見つけたマドレーヌが、内職の 10エキューを投げ出して、「今からは私がこ
の子の母親になるのです」と宣言する場面なのである。ここにはもちろん捨子
に対する理想的な愛情がみられるのであるが、それと同時に、 <(hospice)>に
対するサンドの根づよい反感が現われていると見なければならない。そのこと
は、この場面の少し前で、フランソワが <(hospice)>という言葉を聞いただけ
で、狂ったように恐がって暴れる場面(91) とあわせて考えれば、一屑はっきり
するであろう。サロモンがこの場面をファンシ＝ット事件と結びつけて考えて
いることはさきにも触れたが、時間的に遠いこの事件が、なぜここで不意にサ
ンドの脳裡に浮んだのか、という点については何の説明もなされていなかった。
しかし、いまこそこの問題は、もっと深い意味をもつことが理解されるであ
ろう。すなわち、結論的に言えば、われわれはここにその重要な媒体としてエ
スキロスを考えなければならない、と思うのである。というのは、以上見てき
たような彼のこの論文が、その全般にわたって政府の捨子政策と捨子院のあり
方とを厳しく批判していることがその土台となるのはもちろん、さらに、彼が
捨子院の腐敗・堕落を激しく非難している事実が特に重視さるべきだからであ
る。すなわち、彼は1833年以来、院の視察制度が、より厳格になったにもかか
鍋 Sand,Champi, p. 247. 
鉛 Champi,p. 400. ~Elle n'avait jamais song~a Franyois que co=e a 
I'enfant qu'elle aurait mis au monde. ~ 
細 cf.Sand, Champi, p. 243. 
(105) 
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わらず、非常に多くの重大な悪がそこに巣喰っていること、しかも、その乱脈
ぶりは地方の捨子院ほどはなはだしいこと、さらに、聖ヴァンサン・ド・ポー
ル修道会の尼たちでさえ、その例外ではないことを指摘しているのである：
Des nourrices substituaient leurs propres enfants a ceux qui leur 
avaient ete confies par I'administration, et qui etaient morts. Elles 
s'assuraient, au moyen de cette fraude, la continuation d'un paiement 
qui n'avait plus. d'ob jet. Ailleurs, le desordre siegeait dans I'interieur 
meme de I'hospice; C'etaient les economes et les autres employes qui 
envahissaient tous les batiments avec les jardins, et qui en chassaient 
ainsi les locataires legitimes. Les servants manquaient a leurs devoirs. 
Enfin les soeurs elles-memes, qui le croirait? n'etaient point 
demeurees etrangeres a des soustractions d'argent et a des trafics 
condamnables. Sous ce voile dont la religion protege la tete des files 
de saint Vincent de Paule, pour mettre a couvert leur pudeur et tenir 
secrete leur charite, se cachaient~a et la I'hypocrisie, I'avarice, la ruse 
.... L'inspection a diminue une grande partie de ces abus; les a-t-elle 
fait disparaitre? Nul n'oserait le croire. . . Les hospices d'enfants 
trouv蕊 dansles villes de province, sont, par le fait seul de leur 
existence et du mystere qui les entoure, des fourmilieres de mauvaises 
reuvres que la surveillance la plus habile ne saurait reprimer ni detruire 
radicalement (92). 
サンドが、このエスキロスの記事によって一ーとくに、院の腐敗ぶりを暴い
たこの箇所を読んだことによって一一捨子院の現状に思いを致したとき、彼女
の胸にはふたたび強くファンシ＝ット事件のことが、そしてそのとき感じた強
い怒り、社会正義の感情が燃えあがったのではなかろうか。そしてそれが、単
に彼女の作品のー場面への作用だけではなしに、実にこの「捨子」のテーマ自
体をもその心の中に強く植えつける力を持たせたのではなかろうか。
鋤 Esquiros,art. cit., p. 237~38. 
(lお）
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b) エスキロスの捨子論・第2部
ここでは、彼はまず現在の財政危機の大きな原因として捨子の増加、その救
済のための費用の激増が挙げられる、ということにふたたび言及し、財政を建
て直し、かつ、捨子を救済するための最良策を見出すためには<exposition),
の原因の究明から始めなければならない、と述べている。
彼の挙げる原因は、要約すれば3つの点にしぼられる。その 1は、「捨子族」
とも言うべきものの存在、つまり捨子が捨子を生み、次々に捨子をつくってい
く、ということ (93)。第2は父親による「親権」の乱用。第3が、ある意味では
以上のすべてを含む最大の原因である <misere► である。
では、これらをサンドの ChamPiとの関係において検討していこう。
まず、父親の権力の問題について、エスキロスは次のように言っている：女
性というものは、ほとんど生れつきの本能として盲目的な母性愛を持っている
ものである。それなのにどうして母の義務を自ら進んで放棄するであろうか。
捨子の事例についてよく検討すれば、ほとんどすべてが、他から強いられたも
のであり、一見、母性愛の欠如とみえても、実はそれは原因ではなく結果なの
である、と言っている(94)。では、真の原因は何か。その第1は、もちろん「暮
しの惨めさ」であるが、 あわせて忘れてはならないものは <tristeabus de 
I'autorite paternelle),C95)である。その説明を彼自身の口から聞いてみよう：
La position abaissee de la femme dans Ies classes ouvrieres est une 
des causes morales qui contribuent le plus a peupler nos hospices 
d'enfants trouves. Une malheureuse accouche-t-elle sur un grabat, 
souvent l'homme sera assez lache pour lui faire un crime de sa 
fecondite. En general, ces pauvres er紐turesaccueillent ces grossieres 
offenses avec un murmure timide et patient. Le pere annonce hautement 
la resolution de mettre le nouveau-ne a la charge de l'hospice: Ia 
姻 Esquiros,Les EnfanにTrouヮes,article de la R. D. M. du 15 mars 1846 
(la premiere livraison), p. 1, 008-1, 09. 
齢 Esquiros,art. cit. , p.1, 08. 
飼 Esquiros,art. cit. , p.1, 013. 
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mered細irele conserver, ele le ferait si ele etait seule; mais la 
crainte d'aggraver par sa resistance une position deja si affreuse et 
d'encourir tout-a-fait la disgrke de son mari l'emporte sur le sentiment 
maternel : ele se resigne. Accoutumee a fl匂hirdans toutes les actions 
de la vie, ele obeit cette fois encore en gemissant. 1 n'est pas rare 
que le mari se charge de porter lui-m~me l'enfant dans le tourC96>. 
実生活においても、民法上の規定におけると同様、女性の地位が低いこと、
そしてそれが「捨子」という問題にも絡んでくること．．この事実はサンドに
どんな作用を及ぼしたであろうか。処女作以来、つねに夫権に反抗し、父権一
親権という法規定に反抗しつづけてきた彼女がこのエスキロスの記事を読んだ
時に、はっきりと「捨子」のテーマが、かねてからみづからのもっとも大きな
使命として抱きつづけてきた「女性解放」のテーマに直線的に結びつくもので
あることを悟ったに違いない。
もう一つの捨子の原因である <(misere)>は、けっきょく、他のすべての原
因に影蓉を持つものである。この問題についてエスキロスは、下層階級の死ん
だ嬰児の頭骸骨に、しばしばそれと判らぬほどの針の刺し跡があることを証言
したある解剖学者の言葉を引きながら、下層階級にあっては、わが子に、より
苦しい、より窮迫した運命を辿らせることよりも、むしろその子を捨てること
のほうを選ぶものだ、と述べ、そのことが<(enfantslegitimes)>の遺棄を増
大させていることを指摘している (9'1)。 それだけではない。こうした極貧階級
の人々の増加は、単に捨子の数を増やすだけではなく、嬰児殺しや堕胎の数を
も増加させることになるのである。彼によれば、パリの死体収容所に収容され
た嬰児と胎児の数は、 1834年~36年の8年間で年平均19であったものが、 1837,
38両年では1年当り39に上り、 1839年から仏年までの6年閻の平均は1年当り
61と増大しているのである (98)。 このように、表面に現われた数字だけを見て
鱒 Esquiros,op. cit. , p.1, 012. 
節 Esquiros,op. cit., p. 1, Oll-1, 012. 
鱒 Erquiros, 叩.cit., p. 1,0町， ”゜鯰(1).
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も、悲惨な階級の増大とその結果とが、すでに重大な段階に達していることが畜
はっきりと判るのである。
このほかエスキロスは捨子を増加させている他の原因として、捨子屋
(expositeux)なる商売の存在、いかがわしい産婆と産院の存在などを挙げて
いる。そして、こうした原因をとり除き、真剣に捨子をなくそうと望むのなら｀
女性の地位を向上させること、女性を解放することこそ、まず第一にしなけれ
ばならないことである、と次のように結論づけるのである：
Laissez la femme a ses inspirations ; ecartez les besoins materiels 
dont le poids entraine et subjugue trop souvent sa volonte; eloignez 
d'elle surtout les demarches perfides, les industries interess紐sa sa 
faiblesse, et nous croyons que le sentiment maternel, degage alors des 
circonstances qui I'excitent a failir, combattra lui-meme le fl紐ubien 
mieux que ne peuvent le faire les actes administratifs. La, mais la 
seulement est le remede au maIC99>. 
ここにわれわれは、さきにも指摘したごとく、サンドとエスキロスの完全な
一致を見ることができるのである。
さて、つぎにエスキロスは、当局がこれまでどんな対策を講じてきたか、に
ついて論を進めている。
まず彼は政府がマルサス主義の立場に立ってくtour)>(捨子収容塔）を移転し
さらには閉鎖しようと企てていることを烈しく非難している：慈善が不道箇で
あり、公共機関による援助が怠惰と悪癖とを勇気づけるとは 1 捨子を拾い、
育てることが、 さらに他の母親たちに、安心して捨子をさせることになると
はIc100> 
このようなマルチュジアンたちの理論に対し、エスキロスは <(charite
chretienne)>の精神をもって激しく反論を沿せるのである：
Mal pour mal, nous aimons encore mieux la doctrine chretienne qui 
鋤 Esquiros,op. cit. , p.1, 019. 
(100) Esquiros, op. cit. , p.1, 020. 
(109) 
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a fait un pr釦eptede l'aum6ne .. C'est vers les vieillards, les infirmes, 
les enfants en bas-age, que la charite chretienne inclinait le creur des 
riches (tol). 
ここでもわれわれは、サンドを想起せずにはいられない。サンドを知るもの
にとっては、彼女がどの作品においても必ず <;charite► ということを問題に
していることは、わざわざ指摘するまでもないことである。この Champiに
おいても、彼女はヒロインのマドレーヌを<;bonneet charitable► と規定し、
フランソワについても同様な描写を数多くしているのである。その彼女が1844
年に、折から施行された <:mendicite► および <:vagabondage► の禁止に
関する法律をテーマにした、 LePere Va-tout-seulを書き、年老いた乞食の
主人公に、 「私に必要なものを与えることは、何かを持っているものの義務で
ある」(102)にもかかわらず、 私を投獄して厄介払いをしようとしている、と言
わせていることは注目すべきことである：
J'injurie et je maudis tous les hommes qui, degoftt蕊 dela charite, 
pour la premiらrefois depuis que le monde est monde, condamnent le 
pauvre a la prison pour n'avoir plus l'ennui et la honte de voir Lazare 
ramasser les miettes de leur tableC103>. 
ここからわれわれは、 1844年にはすでにマルサス主義理論がフランス社会に
広く存在していたこと、そしてサンドもこれに強く反対し、キリスト教の慈善
の精神を支持していることが判るのである。
しかし、当局はマルサス理論に基き、捨子救済を含めた公共事業費を削減し
たのである。当局は一体、何を望んだのか．．．「倹約」である（血）。 しかし、
とエスキロスは反論している。財政当局は「国家の財政が、かかる慈善活動に
よって危機に立たされたため、それにit?を一一少なくとも限界を一一つけ
(101) Esquiros, op. cit., p. 1, 020. 
(102) Sand, Le Pere Va-tout-seul, in Questions Politiques et Social,er, lid.it. 
cit. , p.114. 
(103) G. Sand, op. cit. , p.123ー 124.
(104) Esquiros, op. cit. , p.1, 021. 
(110) 
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る」(105)ことにのみ汲々として、なぜ、「捨子院の充分な援助によって、ほとん
ど確実であった死から救われた子供の数の漸増が、人類にとって心暖まるもの
である、ということを正視しようとしない」(106) のであろうか！ それは、「年
間1,100万ないしは 1,200万フラン」(107) の費用がかかるということほど大き
なことではないというのだろうか？
今や「パリ捨子院」建設の父である聖ヴァンサン・ド・ボールに象徴される
キリストの慈悲の精神は、塔の閉鎖から院の廃止へと進む当局の政策によって、
まさに死に絶えんとしているのだ、と叫ぶエスキロスの怒りは実に雄弁で、強
＜胸を打つものをもっている：
0 Vincent de Paule, ton reuvre fut battue en breche de tous c6t総
les etablissements que er紐 tamain charitable passerent pour des fl位ux
du genre humain! Au nom de Malthus, on t'accusa d'avoir d釦imela 
population!. . . Que deviendraient sans les hospices le plus grand nombre 
de ces enfants nouveau-n蕊 qu'onexpose chaque jour? Ils mourraient. 
Ce seul mot tranche pour nous la question et donne raison a Vincent 
de Paule contre Malthus. . . Beaucoup de meres qui n'auraient point 
abandonne leur enfant, si elles avaient cru l'exposer a lamort, se 
decident a cet acte contre nature, quand elles savent que leur enfant 
sera recueilli. Sans dolite les hospices admettent quelques abus, mais 
mieux valent dix abus qu'un cnme .. (108) 
捨子院を廃止すれば、あるいは捨子の数は滅るかもしれない。しかし、我が
子が死ぬかもしれないことを承知の上で、なお捨子をする母親も絶無ではない
のである。当局は、それを無視するほど大胆に、しかも軽卒に、人命を扱って
よいものであろうか？ それは神に背くことである．．．
(105) Esquiros, op. cit., p. 1, 023. 
(106) Esquiros, op. cit., p. 1,023. 
(107) Esquiros, op. cit., p. 1,034. 
(l 08) Esquiros, op. cit. , p.1, 026. 
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捨てられる嬰児の死の危険ー一このことは重要な点である。ここで、サンド
がこのエスキロスの記事のこの箇所を強く意識したと想定してみよう。そして
Franr;ois le Champiという題を考えてみょう。 サンド自身は <champi►
という語を使ったのはモンテーニュが使っていることと、当時のベリーでなお
この語が使われていることとをその理由として挙げ、 その意味は <Fran9ois
le Cham Pi, c'est-a-dire I'enfant abandonne dans le champ► である、
と言い、加えて、わざわざ <Fran9oisl'Enfant-Trouve► とか <Fran9ois
le B紅ard► とはしたくないのだ、とはっきり断っている (1,>Jヽ ）。ついで、エス
キロスが、捨子院の子供たちは、 1)enfants trouves. 2) enfants en dep6t. 
3) enfants abandonnes. 4) orphelins. の4種に分けられており、 しかも
enfants trouvesとenfantsabandonnesとが、はっきり区別されている、と
言っていることを(110) あわせて考えてみよう。それから、もう一つ、刑法349
条と 352条とをつけ加えよう。 <{unlieu solitaire)>の場合と、 <{unlieu 
non solitaire)>の場合とにおける、満7才以下の子供のぐexposition)>の刑
罰の違いである。
以上の諸点を綜合して、サンドがこの小説につけた題を考え直してみよう：
死の危険のある、発見されればより重い刑を受ける原っぱに親から捨てられ
たフランソワ・・・はっきり言えば、この題をつけるときに、サンドは、 「語学
的・修辞学的興味」だけを考えたのでは決してないこと、エスキロスのこの論
文のなまなましい印象の強い作用を受けていること、この 3点をわれわれは主
張したい。それは、いわば、作品の内容さえも考えにいれずに、題名に、より
強くこだわった、とさえ言えるほどのものではなかろうか。
エスキロスの記事のうちで、つぎに注目すべきもの、それは「fille-mereの
rehabilitationの問題」である。
彼は、娘としてのあやまちを母としての義務を果すことによって伯うように
させることこそ、寛容と赦免の精神に満ちたキリスト教道徳に叶ったことであ
(109) Sand, Champi, Aヮant-Propos,p. 219--220. 
(110) Esquiros, op, cit. , p.219--220, p. 226. 
(112) 
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り、そうしてこれらの娘たちに <rehabilitation)>の道を開いてやることが、
子供を捨子院へ、その母を僧院の奥へと引きづりこむことより、どれほどすぐ
れているであろうか、と説き、社会の誤ったモラルに攻撃を加えているのであ
る(111)。
さらに彼は続けている：娘に、母となることをそそのかすべきではない。し
かし、いったん母となってしまった以上、己れの弱さをさらに捨子という罪で
消そうと決心させないために、国家は援助を与えるべきである。もちろん、そ
の援助の手は、赤貧のためにわが子を捨てねばならなくなっているすべての母
親たちにも及ぽすべきである。母を助けることによって子供を助けること一一
ここにこそ、捨子を一掃する最良の策があるのである (U2)。
ここにもまたわれわれは、エスキロスとサンドとの思想の共嗚を見ることが
できる： 女性の解放の一環としての、あやまちを犯した娘の社会的復権の要
求—~ サンドが常に説く思想の一つなのである。極端な例を
一つ挙げておこう。 1834年、彼女は『日記』にひそかに書きつけている：
Le crime, quand on le commet, on ne sait pas ce que c'est. C'est 
le lendemain, c'est le hasard qui en fait une chose sainte ou une action 
detestable. J'ai vu une malheureuse file qui s'est mise a genoux, apr極
avoir tue son enfant, et qui s'ecria : <Mon Dieu, je vous remercie 
de m'avoir donne le courage de tuer cette miserable petite er紐ture
destinee a tant souffrir si elle eut vecu.)> Elle monta a l'echafaud 
avec Jes sentiments d'une martyre<113>. 
Champi自体の、この同じ思想につながるものとして、罪を償いさえしない
母をも許すフランソワの心を描写した次の文を挙げておこう：
Morte ou vivante, i (Fran~ois) pria le hon Dieu pour elle (sa mere), 
afin qu'il Jui pardonnAt l'abandon qu'elle avait fait de son enfant, 
(111) Esquiros, op. cit. , p.1, 032. 
(12) Esquiros, op. cit., p. 1,033 sq. 
(113) G. Sand, Journal, Inume, Paris, Levy, 1926, p. 8. Cette phrase est 
datee: le 25 novembre 1834. 
(113) 
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comme son enfant le lui pardonnait de grand c⑮ ur, priant Dieu aussi 
de lui pardonner les siennes fautes pareillement <14>. 
最後に、エスキロスが、特に幾村に里子に出された捨子たちが奴隷的境遇に
いることを指摘し四、 捨子たちが、ただ「生まれてきた」ということだけで
みずから犯さなかった罪のためになぜかくも苦しまなければならないのか、と
言っていること(16)、 同じことをサンドが Noticeで論じ、農家にひきとられ
た捨子たちが乞食をしたり、 <(bandits)>となったりしている事実がある、な
ぜ彼らに対する救いの手を増すことが不可能なのだろう、と言っていること(17)
とを付け加えておこう。
＊ 
<{Evangeliste du petiple~<us, を自認するエスキロス。ヒロインのマドレ
ーヌにたった2冊の蔵書しか与えはしなかったが、その2冊が <{lesaint 
Evangile~ と <{unabrege de la Vie des Saints~ である、と書くジョル
ジュ・サンド(19)。 この2人は、これまで行なってきた検討によって証明され
たように、その持つ思想において全く一致しているのである。これを全くの遇
然によるものと言ってよいだろうか。
c) サンドとエスキロスの『捨子論』
ここで、サンドがこの R.D.M.のエスキロスの記事をはたして読んだかど
うか、読んだとすればいつのことか、を考えてみる必要がある。
答えを簡単に言えば、これまでの検討の結果からみて、そのもっとも強い可
能性を持つものとして、 46年秋の、プランたちのノアン滞在の時を重要視して
よいと思われる。その理由を端的に言えば、エスキロスもサンドも、ともに）レ
(114) G. Sand, Champi, p. 320. 
(115) Esquiros, op. cit. , p.1, 033ー 1,034.
(116) Esquiros, op. cit., p. 1,044. 
(117) Sand, Champi, Notice, p. 203. 
(118) Linden, . op. cit., p. 50. 
(119) Sand, Champi, p. 252. 
(114) 
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ィ・ブランを親友として持っており、しかも、プランとサンドが一番密接に交
際を保ったのがこの46年秋だからである。
しかし、だと言って、エスキロスの記事が出たときすぐ彼女がこれを読んだ
可能性がないことはないのである。逆に、かなり強い可能性があるとも言える
のである。この章ではこの可能性について、ごく大急ぎではあるが見ていこう。
まず、われわれは、 1つの気に入らぬ知識をすでに持っていることを想起し
よう。サンドが1841年から58年まで R.D.M. と絶縁していたことがそれであ
る。しかし、害かなかったことは必ずしも読まなかったことを証明するもので
はない。では読んだか？ われわれは、問題の R.D.M.の1846年1月15日号
と3月15日号だけでなく、その周辺の記事も併せて考えてみよう。
まず問題の 2つの号には、エスキロスの論文のほかサンドの気を惹いたもの
はなさそうである。さかのぽって 1845年 11月1日号にはミュッセが Ilfaut 
qu'une Porte soit ouverte ou fer叫 eを発表し、 46年6月1日号と 15日号
には、サンドーが Madeleineを発表している。サンドがかっての恋人の作品
を読んでいたことは一ーとくにミュッセについてはじゅうぶん調査されている。
また46年1月1日号にはラマルチーヌが UnVoyage en Orientを発表し
ている。サンドは43年以来、彼を偉大な芸術家であり政治家である人、として
折あるごとに賞諮しており一一例を挙げれば L'Eclaireurde l'Indreの発
刊に当って彼に協力を求めたり、翌44年の laPolitique et le Socialismeと
いう論文で彼をアラゴやラムネーとともに賞讃している一一彼の作品の出てい
るこの号を彼女が興味をもって読んだことはじゅうぶん考えられることである。
さて、このラマルチーヌとともに彼女が賞讃しているラムネーの福音書の新
訳についてレルミニエ教授が書評を書いている46年2月1日号が、次に注目さ
れる。というのは、過ぐる 38年、彼が同じラムネーの LeLivre du Peup/e 
について、 DuRadicalisme evangeliqueと題する書評を同じ R.D.M.の
1月15日号に出してラムネーを批判したのがきっかけで、サンドが2月1日号
にLettrea M. Lerminier .. を書き、次号にレルミニエが Reponsea G.
Sandを、その次にはサンドの Deuxi紐zelettre a M. Lerminier(38年3月
(115) 
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1日号）が出る、という花々しい論戦が展開されたことがあるからである。そう
なると、 46年2月のこの記事も全く同じ状況にあり、サンドの興味を惹くに充
分だったと思われるのである。
46年の3月1日号には、オーディガンヌ (Audiganne)が Del'agitation 
industrielle et de l'organisation du travailを発表している。 このテー
マは、すでに44年に PetitionPour l'organisation du travailというア
ヒ°ールを出して、ブランやルドリュ・ロランに思想的共嗚を見せていたサンド
の注意を惹かぬ筈はなく、少なくとも46年秋のブランたちのノアン訪問の折に
は彼女の知るところとなったであろうと思われる。というのは、オーディガン
ヌは全くサンドたちと正反対の立場を取り、彼女らの非難する「自由競争」を
支持し、「今日の Organisationdu travailの主張者たちは何を望んでいるの
か．．彼らは現状のすべてを退け、全く別の新たな制度を、現在の社会政治制
度の完全な破壊、顕複を望んでいるのだ。」(120) 「現行の産業制度は、その若千
面において正当な批判を受ける余地があるであろう。しかし、全体として眺め
れば、これに替わるべきものとして主張されている諸制度と比較して、現体制
のみが．．．今日の政治思想にふさわしい唯一のものなのである。」(121)と主張し"
はっきり革命を望み、ルイ・フィリップの政治を非難するサンドやプランたち
と正面から対立しているからである。
46年6月15日号には、 Taillandierがアウエルバッハ(Auerbach)の田園
小説シリーズ： Schwartzwalder Dorf geschichtenの紹介記事を害いてい
る。これについてはツェルヴニーガーが断定とまではいかないが、サンドが読
んだ可能性があることを指摘している⑫2)。われわれも別の点からサンドがこ
の号を読んだ可能性があると考えている。その根拠は、 同号に Mazadeが、
Des muvres litteraires de ce tempsという文壇批評を書き、その中でサン
(120) Audiganne, De l'agitation ind匹triele.. , dans la Ire livraison 1846 
de la R. D. M. , p. 82. 
(121) Au出ganne,op. cit. , p. 850. 
(122) Zellweger, op. cit. , p. 120. 
(116) 
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ドの作品に触れ、 LeMeunier .. とTeverinoを貶しているからである。こ
とに後者については、 <{Teverino,a vrai dire, n'est point un roman .. }> 
と酷評しており、サンドが人伝てにせよこの批評を聞くか見せられたかした可
能性一一つまり同号の R.D.M.を持った可能性ーが非常に強いと考えてよ
いであろう。
さて、 45年の12月15日号と 46年の2月15日号には、 Quatrefagesなる
生物学者がシシリー島の調査記事を書いている。これもサンドが読んだ可能性
が強いことを結論としてだけ述べておこう。その理由はけっきょくサンドの創
作上の特徴ー一少なくともこのころの一ーを知ることと関係があるので次章に
廻したい。
ともあれ以上の概観だけによってみても、問題のエスキロスの記事の出た46
年初頭前後の R.D.M.にはサンドの注意を惹くような記事がたくさんあるこ
と、したがって彼の記事が発表された時にすぐ読んだ可能性もじゅうぶんに考
えられるということが理解されるであろう。
しかし、たとえこのとき読まなかったとしても、少なくとも46年秋のノアン
の <{veillee}>では、ブランが親友のエスキロスのことを、そして彼の『捨子
論』の内容を彼女に話した（あるいは，もう一度思い出させた）ことはこれまでおこ
なってきたサンドの周辺の調査から断定してもよいのではなかろうか。逆に言
えば、この時のプランの言葉によって彼女がこのエスキロスの記事を読むに至
ったと考えてもよいのであり、そのいずれにしても、この両者の作品自体に見
られる類似性から、そのことは逆に証明されるのだ、と考えてもよいであろう。
◇サンドの小説作法上の2,3の特徴
前章と関連して、サンドがエスキロスの論文を読んだことが Champiの成
立にどんな意味を持ってくるか、ということを、彼女の創作上の特徴の面から
証拠固めをしていこう。
まず、前章の Quatrefagesのシシリー旅行記に論を戻し、 なぜこれを読ん
だと言えるのか、を説明しよう。その理由は、 『ビッチニノ』執筆の時の材料
(117) 
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に使った可能性がある、ということである。それを具体的に説明するために、
もう一つの例をみてみよう。
サンドはロマン派の作家に入れられているが、その描写ーー特に背景の一
においてはきわめて慎重で写実的だったのである。そのことは特に「田園小説」
と呼ばれる作品で、その舞台が実際の地理と寸分違わぬことから証明されてい
るのであるが、その証拠として LesMa釦tresSonneursを例に挙げて説明し
よう。彼女はこの小説を書くに当って、一時、創作のペンを休めてペリーとプ
ールポネーの詳細な地図を検討していることが秘書のマンソーによって彼女の
Agendaの53年1月9日のところに書かれている四）。 つまり、彼女は知っ
ている土地であっても、その知識が少しでもあやしければ地図に確実性を求め
るような作家なのである。
ところで、この『ビッチニノ』の場合、彼女はシシリーに行ったことがない
ために色々な参考文献を読んだことは、さきに述べたとおりである。ここで、
もう一つの資料を出そう。彼女がヘッツニルにあてて害いた46年11月12日の手
紙である。その中で彼女は、この小説は「征服され圧迫された国民が、他国も
ので血も涙もない恥知らずの政府との間で戦う斗争の物語です。でも、この小
説には特定の誰それに対する憎しみの言葉は全く書かれていません。」と言っ
たあと次のように書いている：
Le roi Louis -philippe sait mieux que moi que sa famille napolitaine 
allait deja beaucoup trop loin, a l'epoque de son mariage avec 
Marie-Amelie, puisque je lis-, dans un ancien article fort modere de 
la Revue des Deux Mondes sur la Sicile, que le due d'Orleans fit a 
cette epoque des repr細entationsqui ne furent point ecoutees四）．
(123) Sur la formation de ce roman, voir : G. Robert, Let Ma枷esSon匹 urs,
dans Ann心邸釦airesde l'Universitl de Besa吟on,t. I, fasc. 4, p. 39ー
59; G. Robert, Les Maitres Sonn叩 s.Composition, charme eヽ le~on 血 rヽcit
dans L'Information Littlraire, jan. —f«1iv. 1954, p. 6ー12;Salomon et Mallion, 
Prヽsentationde Les Ma枷esSonneurs, Paris, Gamier, 1958, p. I-XXIII. 
四） Parm~nie etc, article ci鯰 dela Rev蜘 deParit, p. 25. 
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ここに述べられている R.D.M.は何年何月号であろうか? 1831年の創
刊号から46年11月までのわれわれの調査の結果、これは1838年7月15日号の匿
名氏 (M.知廷となっている）の Lettresdu Nord et du Midi de l'Euro Pe ―La Sicile, Premiere Partie一ーだと断定できると思う。
では、このサンドの手紙の意味はどんなことか？ この38年7月15日号の記
事からそれを説明しよう： Royaume de Deux-Sicilesがまだそう名乗る前
のこと、王 FerdinandIVはオーストリーの Carolineと結婚してから、従来
の親仏政策を次第に反仏的に変えていった。そのうえ、フランスに大革命が起
こるや、ナポリの政府は急激に反動的になり、 <om brageux}>となってしま
う。まもなく、ナポレオンの軍隊に追われて、王族はナボリをあとにシシリー
に逃げこむ。ここでの王族は、すっかりフランス大革命への憎悪と恐怖でこり
固まり、 シシリーにいながら政府の要職のすべてをナポリ人で固め、 <Ia 
sicile fut soumise a des mesures de rigueur excessives. }>となってしま
う。これにシシリー人が反感を持たぬはずがない。財政難の政府が議会を召集
し、 <subside}>を求めた時、議会はそのごく一部をしか承認しなかった。
Prince de Belmonteを中心に地元貴族による反ナポリ王朝のグループが結成
されていたのである。宮廷はこうした地元の動きにかえっていっそう腹を立て、
課税反対を中心にした王への <remon trance)>に署名したパレルモの土着貴
族たちを暴力で一掃すべく秘かに陰謀を企てるのである。（以下が，サンドがヘッ
ツェルヘの手紙で宙いていることに符合する文である）この計画に対し、ちょうどそ
の時、王フ＝）レヂナンの娘マリー・アメリーと結婚してパレルモにいたオルレ
アン公（つまり，のちのルイ・フィリップ王）はそれを思いとどまらせようと努力
したが、宮廷はそれを聞かず、やがてこの密謀は実行されてしまったのである
••• (125) 
さて、以上のことからどういうことが言えるであろうか。つまり、サンドは
8年前の雑誌記事を詳しく覚えている、ということである。なぜだろうか？
(125) Voir: la Ile livraison de la R.D.M. de 1838, surtout !es pages 173 一174.
(119) 
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それは、この記事に特に興味を持ったからか、それとも 8年前からすでにシシ
リーを舞台にした小説を書こうと思っていたからであろうか？
われわれは次のように考えるのが穏当だと考える：サンドは、 1846年にシシ
リー島を舞台にした小説を書こうと考えた。しかし、彼女はこの島に行ったこ
とがない。そこでこの島に関するいろいろな資料を集めたのである。そのなか
に、この記事が含まれていた…いな、少なくともこの記事に関しては、その
記憶があったことによってとり出され読み返されたものではなかろうか。ヘッ
ッ＝ルヘの手紙の書きぶりから考えて、彼女がこの匿名氏の記事を何度も読み
返したであろうことは、ほぽ間違いないことであろう。
そしてここに、さきに述べた Quatrefagesのシシリー旅行記もサンドの
『ピッチニノ』作成の材料を提供した、と考える一つの根拠があるのである。
ここで問題を Ch仰 ,piに戻そう。すると、これまでの検討の結果からサン
ドがこの作品を書くに当っても、「捨子」に関する資料を集め、読んだという
可能性がじゅうぶん考えられることが判るであろう。しかも、これを読んだと
いうこともいまや確実視してよいことが明らかなのである。
ここで一歩を譲っても、シシリー島と『ビッチニノ』の関係に介在したと同
じこの R.D.M.のエスキロスの捨子論を一ーサンドが創作上の資料としてで
なくとも一ー読んだとすれば、それだけで、捨子をテーマにした作品の創造に
大きな刺戟を与えたことは否定できないであろう。
ここでもう一つ、サンドの小説の特徴を考えてみよう。それは「テーマの複
数性」とも言うべきことである。例をふたたび LesMaitres Sonneursに取
ろう。この小説は、サンドの Agendaが示すように、はじめは LaMere et 
l'紐 fantという題名のもとに書き出されたのである。そして筆が進むにつれ
て、はじめのテーマ（義理から人の隠し子を育てることになった娘が世閻のさまざまな
陰口や噂9こ堪えてその子を育てていくうちに，稟実の親子のものより以上の愛著が生れて
くる）はむしろ副次的なものとなり、利己主義と愛他主義とか、音楽ー一民衆
の中に隠れている芸術家一ーとかいった問題、あるいは、土地環境による人間
の性格の差異といったことが前面に論く押し出されてしまったのである。つま
(l叩）
Cham, がの成立（山方） 121 
り、この作品には多くのテーマが同時に存在していると言えるわけである。こ
のことは、これほど極端ではなくとも彼女の作品には大なり小なり見られる事
実である。さて、これを『ビッチニノ』について考えてみよう。そして、 46年
秋にサンドがこの小説を書こうとしていた時に、すでに捨子のテーマも彼女の
頭の中にはっきり存在していたのではないか、という点について考えてみよう。
そう考えると、主人公ミシ＝）レの <batard)>という設定は、よりすなおに肯
定できるようになるのではなかろうか。そして、この小説での「捨子意識」が
じゅうぶんに発達していなかったこと、そのためにこの小説では、まだ副次的
地位しか与えられなかったのが、次の ChamPiでは、明確化され、意識的に
採り上げられたことによって、はっきりと中心テーマの地位をとったのだ、と
考えてはいけないだろうか？
このテーマの複数性と、それがいくつかの小説に出たり入ったりしているこ
と、これこそ、サロモンが、さきに指摘したように、彼女の思想の発展という
点を全く無視して、 「それは彼女の <go虹＞である」と無責任な説明をした、
まさにそのことなのである。
◇ヘッツニルと童話
この小説の成立について、もう一つの忘れてはならないこと、それはヘッツ
ェルの影轡である。
この 2人の交友については脱に見たが、彼が大の子供好きであり、童話の大
ファンであったことはもっと注目されてよいことである。彼は、自身、作家と
してみずからも童話を書き、出版者としては、親友の作家たちに童話を書くよ
ぅ1844年以来説いて廻っており、早くも翌1845年には <{Magasindes En-
fants}>という雑誌を出版することを予告している。その彼がさそいをかけた
作家は、サンドはもちろんのこと、 Dumas,P. de Musset, A. Houssaye, 
O. Feuillet, Ch. Nodierなどである。 その結果生れたものは、 Le Chien 
de Brisquet, Tresor des Feves et Fleur des Pois, Histoire d'un Gasse-
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Noisette• ・ ・<126Jその害名を列挙する必要はない。われわれには LeChien de 
Brisquetだけでよいのである。サンドは Chamがの Avant-ProPosで、こ
の Brisquetを激賞し、かつ、それをそらで覚えており、私もこんなすばらし
い作品を書きたい、と言っているのである。ここに、サンドがこの作品を書く
に当って持っていた一つの心構えを、つまり、ヘッツニルと童話が与えた作用
を見落としてはならないことが理解されるであろう。これと関連して、彼女が
同じ序文で言っている ~art pour tous:;}>の意味も、 も一度考えなおす必要
があるのではなかろうか。そこには、 「大人も子供も」という概念が含まれて
はいないであろうか？
~Fran~ois le Cham piの成立
われわれはこの小説の成立について言うべきことはすべて言った。いまやこ
の論文の結末は、以上のすべての資料を綜合することによって、いかなる人の
手に委ねられても、もはや差支えはないのである。ただ一言、注意すべきこと
は、この小説の成立を考えるに当って、これまで全く無視されてきた4つのこ
と、すなわち、サンドとブランとの関係、エスキロスとサンドおよびプランと
の関係、そして、前作『ビッチニノ』との繋がり、最後に、彼女とヘッツェル
との交友の及ぼした作用、この4つの相関々係を忘れてはならないということ
だけである。
われわれは、ここにはごく簡単に、成立の要点だけを書きとめておくにとど
めよう。
??
1846年から翌年にかけての 2年間は、ジョルジュ・サンドにとって、まさに
最悪の年であった。苦しみと悲しみの連続。しかし、一家を背負って立つ彼女
は、それでもなお書き続けなければならない。火の車の台所を抱え、生身の辛
さに泣き、しかも作家としての良心にも責められながら、いつ、どこに売れる
126) cf. Parmenie, op. cit. , p.69. 
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かあてもない原稲を書き続けていく。わずかにヘッツニルのよせる温かい友情
だけが、ともすれば挫けそうな心の支えとなっていたのである。
こうした彼女の心の中の嵐にもノアンの小さな出来事にもおかまいなしに、
歴史の歯車はフランス全土にわたって、ルイ・フィリップ王制の終焉を告げ、
まさに革命寸前のありさまを呈し、物情騒然となってくる。民衆は飢えに苦し
み、労働者は労働制度の再編と賃上げを叫んでいる．．． この現実に眼をつぶる
ことは彼女の良心が許さない。しかし、このころの彼女には、この現実と正面
きって戦うことはあまりにも負担が大きすぎたのである。
しかし、 46年も秋のある日、プランとアラゴがノアンを訪ねてきたことが、
彼女に一つの転機を与えたのである。彼らは、現在の政治を論じ、社会を語る。
パリの現状も説明されたであろう：やがて民衆は立ち上がるに違いない．．．
ともすれば鈍りがちだった彼女のペンも、こうして新しい力を持つに至るで
あろう。このフランス社会の状況をシシリーに移して書いてみよう＿そして、
11月に完成。しかし、アラゴに献げられたこの小説は、案の定、引き受け手が
ない。また失望。生活はますます苦しくなる。ショパンもとうとう行ってしま
った．．．
47年 2 月、彼女は娘の結婚の件でパリに出た。悲惨な人々の群れ••• この時、
彼女の脳裏には、前年の秋に論じた捨子の問題が強く思い出されたのではなか
ろうか。その秋、ブランは、親友エスキロスの活躍をその論文とともにサンド
に伝えたのである。そして彼女もそれを直接読んだのである。
かねてから、ヒューマニズムの見地に立って、ファンシェット事件で活躍す
るなど、すでにこの問題には強い関心を示していた彼女は、この時以来、その
差し迫った実状をより詳細に、かつ、具体的に認識し、いっそう明確な閥題意
識をもって考えるようになったのである。そこにはまた、女性の解放こそが一
切を解決するという彼女に身近かなエスキロスの思想の力が、彼を読んで共嗚
したという大きな力が、加わってもいるのである。
しかし、ふたたびノアンに帰った彼女には、一家の長としての、ソランジュ
の結婚式の準備やら金策やらと、休む暇も瞑想する暇もない。 7月、悲劇的な
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親子喧嘩。生きる張りも望みも失った救われない気持．．．しかし、 8月も終る
ころ、わずかながらもノアンにふたたび平穏がよみがえってくる。モーリスも
いるし親友たちも遊びにくる。どうにか気持も鎮まってきた。ふたたび仕事に
とりかかる気になる。すでに、書くべきことは、はっきりと胸にあるのだ。そ
んな彼女に、プランは、彼の野心作『フランス大革命史』の進行を知らせてよ
こす。ヘッツェルは児童むきのものを書かないかと誘ってきていた。ノディェ
の LeChien de Brisquet はすばらしかった．．ふと眼を向けると、丘には~
夏の陽ざしを浴びて、いぶきじゃこう草が咲き乱れ、のどかな田園風果が拡が
っている。しかし、今のサンドには、そのなかに農民たちの生活に追われた苦
しい姿が隠されていることが、はっきりと判っているのである。そして、そこ
ヘ捨てられたら．．．拾われたとて決して幸せにはなれないであろう．．考えに
ふけりながら散歩に出た彼女は、 池のほとりで 5,6オのあまりみかけたこと
のない少年に会う。年を聞くと少年はちょっと考えてから答えた： Deux ans! 
このとき、はっきりと発端の構図がきまったのである。．．． 
いまや創造の意欲も、テーマも、材料も、すべてが完全に揃った。どんな態
度で、どんな文体でペンを進めるかも考えつくした。残されたことは書くこと
だけである。
傑作 Fran~ois le Chamがはこうして生まれたのである。
＊ 
＊＊ 
おわりに当って、これまでなかなか発表の機会に恵まれなかった拙稿に対し、かくも
すばらしい発表の機会を与えてくださった恩師三木治教授をはじめ、関西大学仏文研究
室の諸先生に対し、心からなる感謝の窟を表明させていただきたい。
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